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０．はじめに	

フランスの記号学を牽引したロラン・バルト Roland Barthes(1915-80)は 1953 年に

初の著作 Le Degré zéro de l'écriture を発表する。文学と社会の関係を鋭く斬新な手法で

分析するこのエッセー集により一躍時代の寵児となったのだが、その日本語翻訳はこ

れまでに四つ出されている。 

『零度の文学』	 森本和夫訳､現代思潮社､1965年	

『零度のエクリチュール』	 渡辺淳･沢村昂一訳､みすず書房､1971年	

『エクリチュールの零ｾﾞﾛ度』	 森本和夫･林好雄訳､ちくま学芸文庫､1999年	

『零度のエクリチュール』	 石川美子訳､みすず書房､2008年	

テーマ・内容とその考察に用いる斬新な論理、それは記号学に裏打ちされたものだ

が、それだけでなく彼のエクリチュール（ écriture ：「書く」を表す動詞 écrire の名詞

形で、英語では writing と訳される）そのものが斬新、つまり旧来の文章作法から逸脱

している、というよりそれを破壊するような書き方をしていることが「衝撃」の効果

を大きく高めていたようだ。 
日本でこれが四度翻訳されたことは、日本人がこのフランス人の著作に寄せた好奇

心の強さを示してもいるが、出版された翻訳の日本語が意味不明で理解できず、理解

可能な翻訳を求める声が多かったことを示してもいるにちがいない。筆者は 1971 年の

翻訳を読みかけたとき、日本語のあまりの異様さに 1 ページも読まないうちに断念し、

以後フランス語でしか読むことができなかった。しかし、新たな翻訳、そしてまた新

たな翻訳と繰り返されたことでどれくらい理解しやすくなってきたかと 2006 年の

新の翻訳を見ても、まだまだ目眩がするほど頭を混乱させる文章に満ちている。 
バルト自身はこれを読んで理解できるのは 2000 人くらいだろうと言ったそうだが、

それはフランス語を母語、あるいはその水準で使える人間の話であり、日本語に翻訳

されたものを読んで理解しようとする日本人のことなど考えてはいない。 
フランス語で読めば、霧がかかったようにぼんやりとしか見えない中にも確かに

「固い内容」が感じられ、大いに啓発されたのだが、必要が生じ、引用に適したエッ

センスを簡明に表したフレーズがどこかにないかと探してみて、そんな箇所がどこに

もないことに驚いたことを記憶している。 
その後、2010 年に機会があり、フランス語の原文と四つの日本語翻訳をすべて並べ、
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どうしてかくも異様な日本語が生まれるのか分析し、読んで理解できる日本語で自身

でも翻訳してみることにした。 
	

１.	翻訳の方針	

日本語とは異なる文法原理を持つフランス語の、それもバルト特有の書き方の向こ

うに日本語でも理解可能な内容が確かにあるのだが、それはバルトが「詩のエクリチ

ュールのようなものはあるのか」の章において示したジュルダンの公式にならえば以

下のようになる。	

	 ジュルダンの公式	 	 	 「詩」＝「散文」＋	a	＋	b	＋	c	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 「散文」＝「詩」-	a	-	b	-	c	

	

	 	 	 	 	 	 「フランス語原文」＝「日本語化可能な内容」＋	a	＋	b	＋	c	

	 	 	 	 「日本語化可能な内容」＝「フランス語原文」-	a	-	b	−	c	

詩と散文の場合、「a／b／c」は「韻律､脚韻､また慣例として使う比喩表現のよう

な､内容の伝達には役立たないけれど装飾となる言語の特殊な属性（バルト）」だが、

バルトのこのエッセーに限らず、フランス語から日本語への翻訳の場合は、無自覚に

なるほど普通に行われている操作が関わる。	

	 ①Ｆ：形容詞は名詞に後ろからかける	 ➡	 Ｊ：形容詞は名詞に前からかける	

	 ②Ｆ：従属節は後ろに置く	 ➡	 Ｊ：従属節の内容は前に置く	

	 ③Ｆ：過去分詞(句)は後ろに置く	 	 ➡	 Ｊ：過去分詞(句)の内容は前に置く	

	 ④Ｆ：動詞は主語の直後に置く	 ➡	 Ｊ：動詞は文の終わりに置く	

	 これだけでいわゆる「直訳」にはなる。しかし、バルトのフランス語の場合はさら

に以下の項目を加えなければならない。	

⑤Ｆ：遠い比喩（隠喩・換喩・提喩など）	➡	 Ｊ：意味不明になる場合は解除し、本義を直接示す	

⑥Ｆ：一般名詞＋文脈	=	特殊概念	 ➡	 Ｊ：意味が特殊化した漢語、外来語から慎重に選ぶ	

⑦Ｆ：一語の一般名詞	 ➡	 Ｊ：複数の特殊名詞に	

⑧Ｆ：類義語による言い換え	 ➡	 Ｊ：別物と誤解されやすいため、敢えて同じ表現を繰り返す	

	 ⑨Ｆ：品詞の人為的・論理的転換	 ➡	 Ｊ：動詞・形容詞の自然な品詞性を保持する	

	 ⑩Ｆ：横書きに 適化した論理構文	 	➡	 Ｊ：縦書きに 適化した自然な物語り(叙述)構文	

	 ⑪Ｆ：一見前後が逆の論理的並置	 ➡	 Ｊ：自然な時系列に並べる	

	 このうち訳文を理解しがたい、異様と感じさせるもっとも強力なファクターとなる

のは訳語に選ばれた漢字語彙(専門的で高度な内容と感じさせる)の「抽象度」の見誤

りだ【⑥⑦】。	

	 フランス語は特殊な意味を表すのに、普通は知る人が少ない特殊な語彙を使うより、
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意味の一般性の高い基本語彙を文脈と組み合わせて使う。これが⑥だ。日本語ではそ

のような一般名詞を語義がシンプル、基本的な和語で表せることは確かに多いが、言

葉の論理操作をあまり好まない日本語では「一般性の高い意味」は「特殊な意味」の

一つと扱うこともよくある。特殊化した語彙を選び間違えれば、それが「異様」とい

う印象に繋がる。	

	 ⑦も一般／特殊、抽象／具体の論理操作が関わっている。例えばフランス語の名詞	

« fait(s)»	を翻訳する場合だ。語源を共有する英語の	« fact(s)» はもっぱら「事実」と

訳されるが、英語と違い、フランス語は動詞 « faire(する・作る)» をいっしょに使っ

ているため、語源であるこの動詞の影が濃く、仏和辞典の訳語には「事実」だけでな

く、「事／出来事／行為」が並ぶ。 
	 これが「歴史学」について語る場合なら、「事実(現実に起こった事)」と訳して問

題ないのだが、このエッセーでバルトは事実について語る「歴史学」と、事実ではな

い虚構を構築する「小説」が似たものとなった時代を考察している。それら二つのジ

ャンルに共通の要素として « fait(s) » が用いられているのだが、この場合辞書に登録

されている訳語のどれか一つを選ぶと、内容を歪めてしまう。「事実」とすれば、小

説作品の要素である虚構の「出来事」を排除することになる。「現実の出来事／虚構

の出来事」とでもすれば使えなくもないが、その場合も歴史上の人物、小説中の人物

において重要な意味を持つ「意志・責任」が切り捨てられ、自然に起きた事であるか

のように受け取られるだろう。 
	 日本語はさまざまに意味を特殊化したこれらの語彙を使い分けている。このような

場合、安易に代表的な訳語を選ぼうとせず、論理的に該当するものは二つでも三つで

ももれなく並置しなければ正確な翻訳にならない。 
	 フランス語のように論理性、客観性を重視する言語は文のパーツを数式のように扱

い、「前」だろうと「後」だろうと同じと見なしやすい。 

	 	 Ａ＋Ｂ	＝	Ｂ＋Ａ	

	 一方、自然性、主観性を尊重する日本語ではこの等式が成立しない。数式では考慮

しない不確実な「時間性」を文法に残しているからだ。「前」なのか「後」なのかは

重要な意味を担う。	

	 	 Ａ＋Ｂ ≠ Ｂ＋Ａ	  

となるのは、次のように言説に時間性、因果性を認識するためだ。 

	 	 Ａ➡Ｂ ≠ Ｂ➡Ａ 

	 論理性、客観性を第一とする言語では、能動態（ＡはＢに〜をした）だろうと受動
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態（ＢはＡに〜をされた）だろうと、同じファクトを表しており、等価と見なす。そ

れに対し、自然性、主観性を第一とする日本語では、二つは意味が違うと考える。日

本語の「れる・られる」は受動だけでなく、可能も尊敬も表現するが、そこには「わ

たし」という主観そのものの存在、視点が深く刻印されている。	

	 上記の文法のポイントについて本稿ではこれ以上述べない。具体例は注に示す拙論

を参照されたい。そこでは一文ごとに分析、批判を行っている。	

	

２.	横書きと縦書き	

	 四つの翻訳はすべて日本語出版の標準である縦書きページで印刷されている。日本

人は大量に消費する小説に限らず、日本語の書籍は縦書きでなければならない、手で

書く書き物は上から下と感じる。一方、横書きの西洋言語は左右の反転が容易に起き

る水平軸を使っている。この場合、反復認識、同時認識が容易なため「文」という単

位が確立しやすい。またその内部の「時間性」を消すことで、論理の抽象性を高める

ことができる。わたしたちは左右を入れ替えたり、鏡を見て混乱することはあるが、

上下を入れ替えたり、上下で混乱することは普通ない。	

	 このフランス語エッセーの日本語翻訳の分析、批判はフランス語原文の検討が主に

なるため横書きで書いたのだが、これはじゅうぶんな検討によって得た「内容が理解

可能な日本語」だけを通しで読むには適していなかった。ほぼすべての文にかなり注

釈を付けたため、ミクロ的な内容が理解しやすくなった反面、どの章も全体のマクロ

の流れが見えにくくなってしまった。	

	 本稿の序に当たるページはこのように横書きであるが、この後に付ける拙訳を抽出

した通し翻訳版は縦書き二段組にしている。四つの翻訳が理解不能なほど読みにくか

ったのは、語彙・表現レベルの誤訳、バルトの使った論理の見落としが主たる原因で

あるが、コアにある「散文的内容」が掴めていないまま縦書きにしたことで、混乱し

た文の論理構造からフランス語原文の水平型の論理が推測、想像しにくくなったこと

も一因である。論理は垂直方向に構造化しにくい。	

	 二段組は横書きのフランス語でも使われるが、こうすると長い論理文が使われにく

くなり、切り捨てられやすい垂直のベクトルがいくらか回復できるようだ。	

	 日本語の二段組は縦の行を短くすることで文が水平方向に折れて延び、論理展開が

追いやすくなるというメリットがある。	

	 本稿は綴じたページの左端に横書きの 初のページがあり、右方向に進むが、日本

語翻訳のページは敢えて右端から始まるようにページを組んだ。乱丁と見えかねない

が水平原理と垂直原理はこのように衝突せざるを得ない。	
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注	

＊篠沢秀夫はこのエッセー集を翻訳してはいないが、このタイトルを「記述のゼロ座標」と訳している

(篠沢フランス文学講義Ｖ、大修館、2000 年、p.230）。これは現在一般に定着している「零度のエクリ

チュール」と比べれば、ずっと正確な訳なのだが、残念ながら読者を惹き付ける「音の響き」「神秘性」

「詩的喚起力」「オーラ」がない。 
	 四つの翻訳は読んで理解できない日本語ばかりだが、うち三つが「écriture ➡ エクリチュール」のよ

うに「翻訳しない翻訳」を選んだことで正確な翻訳では出ない感性に訴えるエフェクトが得られている。

拙訳もこれを踏襲したい。 

＊読むに絶えない日本語翻訳を「序」から読み始め、我慢強く「核心部」である「小説のエクリチュー

ル」まで読み進めることができた人はめったにいないだろう。バルトは具体的で 重要の事例をまず考

察し、その前後に「序」など拡張領域のようなものを後から付け足し、書籍のかたちに整えたと見える。

従って、 初に書かれたと思える「小説のエクリチュール」の章から読み始め、前後に後付けされた「周

辺部」を後で読むというのも悪くない。バルトの考察のプロセスを追体験するように感じられる。 
 

構成（Coll.Point	59 頁）:★を訳出掲載	
	  Introduction 「序」(1084 語／4 頁） 
 	 Qu'est-ce que l'écriture?「エクリチュールとは何か」(2150 語／7 頁） 
 	 Écritures politiques「政治のエクリチュール」(2058 語／7 頁） 
★ L'écriture du Roman「小説のエクリチュール」(2640 語／8 頁） 
 Roland Barthes : Le Degré zéro de l’écriture  -	日本語翻訳とレクチュールの<零度>	-	
	 「広島大学フランス文学研究」29 号、2010 年	 ＠	http://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/00030976	
★ Y a-t-il une écriture poétique?「詩のエクリチュールのようなものはあるのか？」(2493 語／8 頁） 
 Roland Barthes : Le Degré zéro de l’écriture  -	日本語翻訳と文体の表現価	-	
	 「広島大学フランス文学研究」30 号、2011 年	 ＠	http://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/00032216	
★ Triomphe et rupture de l'écriture bourgeoise「ブルジョア･エクリチュールの勝利と破綻」(1385 語／5 頁） 
 Roland Barthes : Le Degré zéro de l’écriture  -	日本語翻訳と間言語の地平	-	
	 「広島大学フランス文学研究」31 号、2012 年	 ＠	http://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/00034180	
★ L'artisanat du style「文体の匠」(871 語／3 頁） 
 Roland Barthes : Le Degré zéro de l’écriture  -	日本語翻訳と記号の戯れ	-(2013 年)	
 「広島大学フランス文学研究」32 号、2013 年	 ＠	http://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/00035421 
★ Écriture et révolution「エクリチュールと革命」(1418 語／5 頁） 
 Roland Barthes : Le Degré zéro de l’écriture  -	日本語翻訳とレアリテの対象化	-	
	 「広島大学フランス文学研究」33 号、2014 年	 ＠	http://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/00036756	
★ L'écriture et le silence「エクリチュールと沈黙」(1036 語／4 頁） 
 Roland Barthes : Le Degré zéro de l’écriture  -	日本語翻訳と考えるシンタックス	-	
 「広島大学フランス文学研究」34 号、2015 年	 ＠ http://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/00039131 
	  L'écriture et la parole「エクリチュールと話し言葉」(980 語／4 頁） 
 	 L'utopie du langage「言語のユートピア」(933 語／4 頁） 
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に
も
積

み
重
な

っ
た
大

量

の
時

間
か
ら

一
つ
の

純
粋

に
動
詞
的

な
行
為

を
抽

出
す
る

こ
と

で
あ
る
。

そ

の
行
為

は
、
人

の
経
験

の
中

に
根
を
張

っ
て
い
た
が
、
そ

こ
か
ら

引
き
抜
か
れ
、
他

の
行
動
、
他

の
プ

ロ
セ

ス
と

の
論
理
的
な
連
結
、
世

界

の
全
体
的
な
動

き

へ
と
方

向
づ
け
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
事
実

・
出
来

事

・行
為

の
帝
国

に
あ
る
階
級
制
度
を
維
持

し
よ
う
と
し
て
い
る

の
だ
。

動

詞
は
単
純

過
去
に
よ

っ
て
、
暗
黙

の
裡
に
因
果

の
連
鎖

の

一
部

と
な

り
、
方

向
を
与
え
ら
れ
た
連

帯
的
行

動

の
集
合

に
加

わ
り
、

一
つ
の
意

図
を
表
す
代

数
記
号
と
し

て
機
能

す
る
。

単
純
過
去

は
時

間
性
と
因
果
性

の
ど
ち
ら
に
あ
る
の
か
曖
昧

な
ま
ま
、

「物

語
」
を
展
開
さ
せ
る
、
す
な
わ
ち

「物
語
」
を
理
解

で
き
る
形

に

し
て
く
れ
る
。
そ
れ
が
作

品
世
界

を
ど

の
よ
う

に
構
築
す

る
と
き
に
も

理
想
的
な
道

具
と
な

る

の
は
そ

の
た
め
だ
。
そ
れ
は
、
宇
宙
生
成
、
神

話
、
歴
史
学
、

小
説

の
人
工
的
な
時

制
で
あ

る
。

そ
れ
は
磨

き
上
げ

ら
れ
、
強
調
さ
れ
、
意
味

の
あ

る
線

に
還

元
さ

れ

る
人
工

の
世
界

を
想
定
す

る
。
放

り
出

し
、
並

べ
、
好
き
な
よ
う
に
取

ら
せ
る
本
物

の
世
界

で
は
な

い
。
単

純
過
去

の
背
後
に
は
、

つ
ね
に
創

造
主
、
神

と
も
見
な

せ
る
、
そ

の
世
界
を
語

る
者
が
隠
れ

て
い
る
。
世
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界

は
、
物
語
ら
れ
る
時
、
説
明

の

つ
か
な

い
も

の
で
は
な

い
。
そ
れ
ぞ

れ

の
出
来
事

は
例
外
な
く
他

の
出
来
事
、
状
況

に
関
係
づ
け
ら
れ

て
い

る
。そ

し
て
、
単
純
過
去

は
語
り
手
が
そ

の
世
界

に
現
実
と

し
て
起

こ

つ

た

こ
と
を
、
ち

っ
ぽ
け

で
は
あ

る
が
純
粋
な
動
詞

に
集
約
す

る
操
作
を

示
す
印

に
ほ
か
な
ら
な

い
。
こ
の
動
詞

に
は
密
度
も
量
感
も
広
が
り
も

な

い
。
原
因
と
結

末
を

で
き
る
だ

け
手
早
く
結

び

つ
け
る

こ
と
、
そ
れ

が
唯

一
の
機
能
だ
。

歴
史

家
が
、
「ギ
ー
ズ
公

は

鵠
。・
。。
年

旨

月

卜。
ω
日
に
死
ん
だ

(単
純

過
去
)
」
と
断
言
す

る
と
き
、
小
説
家
が
、
「侯
爵

夫
人

は

㎝
時
に
出
か

け
た

(単
純
過
去
)

」
と
語
る
と
き
、

こ
れ
ら

の
行

動
は
、

平
板

に
見

え

る
「昔
」
か
ら
浮

か
び
上
が
る
。
現
実

で
あ
れ
ば
あ
や
ふ
や

に
な
る
と

こ
ろ
だ
が
そ
う

は
な
ら
ず
、
代
数
学

の

「形
」
を
も
ち
、
安
定

し
て
い

る
。そ

れ
ら

は
記
憶

に
す
ぎ
な

い
と

は
い
え
、
有
用
な

記
憶

で
あ

り
、
そ

れ

へ
の
関
心
は
止
ま

る
こ
と
な
く
流

れ
続
け

る
時
間
よ
り
も
は
る
か
に

重

い
。

つ
ま
り
、
単
純
過
去

は
秩
序
を
、

し
た
が

っ
て

「安
ら
か
さ
」

を
表
現
す

る
も

の
な

の
で
あ

る
。

そ

の
お

か
げ

で
、
現
実

は
謎
め

い
た
も

の
で
も
不
条
理

で
も
な
く
な

る
。
明
快

で
、
慣

れ
親

し
ん
だ

も

の
と
さ
え

見
え

る
。
単
純
過
去

で
切

り
取
ら
れ
る
ど

の
時

間
に
お

い
て
も
創
造
者

で
あ

る
書
き
手

の
手

の
中

に
あ
る
か
ら
だ
。
現
実

は
創
造
者

の
意

の
ま
ま
巧
み
に
ゆ
が
め
ら
れ
る
。

一④

世
紀

の
偉

大
な
語

り
手
す

べ
て
に
と

っ
て
、
世
界

は
悲

し

い
も

の
か
も
し
れ
な

い
が
、
見
捨

て
る
わ
け

で
は
な

い
。
世
界
と
は
筋

の
通

っ
た
関
係

の
集
合
だ

か
ら
だ

が
、
そ
う
な
る

の
は
書

か
れ
た
行
為
、
出

来
事

の
間
に
重
な

る
も

の
が
な

い
か
ら
だ
。

ま
た
、
そ
れ
は
物

語
る
者
が

世
界

を
構
成
す

る
人
や
物

の
見
え
な

い

部
分
、
孤
立

し
て
い
る
部
分
を
拒
否
す

る
こ
と
が

で
き

る
か
ら
だ
。
ま

た
そ
う
な
る

の
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
文
ご
と
に
行
為

と
行
為

の

つ
な
が
り
、

ま
た
上

下
関
係

を
示
す

こ
と
が
で
き
る
か
ら

で
あ

る
。
そ
し
て
そ
う
な

る

の
は
、
そ
も
そ
も
そ
れ
ら

の
行
為
自
体

が
記
号
に
還

元
で
き
る

こ
と

に
よ
る
。
従

っ
て
、
語
り

の
過
去

(
11
単

純
過
去
)
は

「文
芸
」
の
安
全

装
置

の

一
部

と
な

っ
て

い
る
。

「秩
序
」
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
、
単

純
過
去

は
、
作
家

の
存
在

を
正
当

化
し
、
社
会
を
平
穏

に
保

つ
た
め

に
、
両
者

の
あ

い
だ

に
確
立
さ

れ
た

多

く

の
公
式
契
約

の
ひ
と

つ
と
な

っ
て

い
る
。
単

純
過
去
は
そ

こ
に
創

造
行
為

が
あ
る

こ
と
を
意
味

し
て

い
る
。
つ
ま
り
創
造
行
為
を
指

し
示

す
と
と
も
に
、

そ
れ
を
強

制
し

て
い
る

の
だ
。

こ
の
上
な

く
暗

く
、
リ
ア

ル
な
作

品

の
場
合

で
も
、
単

純
過
去
が
使

わ
れ
て

い
れ
ば
安

心
で
き
る
。
そ

の
お

か
げ

で
、
動

詞
は
そ

の
外
と

ハ

ッ
キ
リ
と
線

引
き
さ

れ
、
モ
ノ
の
よ
う
に
実
体
化
さ
れ
た
行
為
を
表
現

す
る
か
ら

で
あ
り
、

「物
語
」
は
作
品
名
と

い
う
名
称
を
も
ち
、
際

限

の

な

い
言
葉

と
な

る
恐

れ
が
な

く
な

る
か
ら

で
あ
る
。

現
実

は
肉

を
そ
が

れ
、
見
慣
れ
た
も

の
と
な
り
、
ひ
と

つ
の
様
式

の
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な
か
に
お
さ
ま

っ
て
、
言

語

の
領
域
か
ら

は
み
だ
す
こ
と
は
な
く
な
る
。

「文
学
」
は
、
社
会
が
消
費

し
て
い
る
も

の
の
意
味
を
言
葉

の
形
式
そ

の

も

の
で
知

る
こ
と

の
で
き
る
、
社
会

の
価
値
あ
る
慣
習

で
あ
り
続
け
る
。

逆

に
、
「物
語
」
が
退
け
ら
れ
、
ほ
か

の
文
学
ジ

ャ
ン
ル
に
取

っ
て
代

わ
ら
れ
る
と
き
、
あ
る

い
は
語
り

の
内
部

で
、
単
純
過
去
が
、
こ
れ

ほ

ど
装
飾
的

で
は
な
く
、
も

つ
と
新
鮮

か

つ
濃
密
な
、
話

し
言
葉

に
よ
り

近

い
形
式

(現
在

形
や
複

合
過
去
形
)

に
取

っ
て
代

わ
ら
れ
た
と
き
、

「文
学
」
は
存
在
す

る
事
物
、
人
間
行
動

の
記
号
的
意
味
作
用

で
は
な
く
、

そ

の
厚
み
、
奥
行
き

の
受
け

皿
と
な
る
。

「物
語
」
か
ら
切
り
離
さ
れ
る
と
、
そ
こ
に
示
さ

れ
て
い
た
行
為

は
、

固
有

の
人
物

の
も

の
で
は
な
く
な

る
。
そ
う
考
え

れ
ば
、
小
説

の
用

い

る
単
純
過
去

は
、
有
用

で
は
あ

る
が
許

し
が
た

い
も

の
で
あ

る
こ
と
が

分

か
る
。
そ
れ
は
嘘

で
あ
る

こ
と
を
は

っ
き
り
認
め
た
嘘

な

の
だ
。
そ

れ

は
存
在
す

る
可
能
性

の
あ

る
も

の
を
露
呈
さ

せ
る
と
同
時

に
、
そ
れ

が
嘘
だ
と

示
す
、

「本
当

の
よ
う
」
と

い
う
場
を
見
せ

つ
け

る
の
だ
。

「小
説
」
と

「歴
史

語
り
」
に
共
通
す
る
目
的
、
そ
れ

は
事
実
や
行
為
を

そ

の
本
来

の
場
か
ら
外

し
て
し
ま
う

こ
と

に
あ
る
。
単
純
過
去

は
、
社

会
が
過
去

に
あ

っ
た
事
、
起

こ
る
可
能
性

の
あ

る
事
を
自
由

に
裁
量
す

る
行
為
を
示
す
。
そ
れ

は
信
頼

で
き

る
前
後

の
連
続
性
を
制
度
化
す

る

の
だ
が
、
そ
れ
が
幻
想

で
あ
る

こ
と
は
明
示
す
る
。
そ
れ

は
現
実

で
は

な

い
こ
と
を
ま
ず
真
実
と
見

せ
か
け
、
そ
れ
か
ら

そ
れ
が
嘘
だ

と
暴
露

す

る
と

い
う
弁
証
法

の
形
式
を
究
極
ま

で
進

め
た
や

り
方
だ
。

こ
れ
は
、
ブ

ル
ジ

ョ
ア
社
会

に
固
有

の
「普
遍
的
な

る
も

の
」
と

い
う

あ

る
種

の
神
話

と
関

わ

っ
て

い
る
に
違

い
な

い
。
「小
説
」
は
典
型
的
な

ブ

ル
ジ

ョ
ア
社
会

の
産
物
だ
。
想

像
上

の
も

の
に

「現
実

」
と

い
う
形
式

的
保

証
を
与
え
る

の
だ
が
、

そ

の
記
号
に
は
、

ひ
と

つ
の
物
が

「ほ
ん

と
う

ら
し
く
も
あ
り
な
が
ら

同
時

に
嘘

で
あ
る
」
と

い
う

両
義
性

を
残

す
。こ

れ
は
あ
ら

ゆ
る
西
欧
芸
術

に
共

通

の
操
作

で
あ

る
。
西
欧
芸
術

に

と

っ
て
嘘

は
真
実

に
等

し

い
の
だ
が
、
そ
れ
は
人
間
に
は
知

り
得
な

い

も

の
が
あ
る
と
考
え

る
か
ら

で
も
詩
的

に
意
味
を

二
重

に
重
ね
る
か
ら

で
も
な

い
。
真
実

は
普
遍
性

の
萌
芽
、
あ
る

い
は

こ
う

い

っ
た
方

が
よ

け
れ
ば
、
あ
る
基
本
成
分
を
含

ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
は
単
純
な
再
生
産

に
よ

っ
て
、
ま
た
場
所
を
変
え

る
と
か
、
虚

構

を
使
う

こ
と
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
階
級
、
身
分

を
豊

か
に
す

る

こ
と
が

で
き
る
。
こ

の
よ
う
な
方
法
を
使
う

こ
と

で
、
そ

の
時
代

の
勝
者

た
る

ブ

ル
ジ

ョ
ア
ジ
ー
は
自
分
た
ち

の
固
有

の
価
値
観

を
普

遍
的
と
見
な
し
、

彼
ら
が
属
す

る
社
会

の
自

分
た
ち
と
は
ま

っ
た
く
異
質
な
と

こ
ろ
に
ま

で
自

分
た
ち

の
精
神

か
ら
生

ま
れ
た
あ
ら
ゆ

る
「言
葉
-
概
念
」
を
送

り

込
む

こ
と
が

で
き
た

の
だ
。

そ
れ
こ
そ
が
神
話

の
仕
組

み
だ
。
そ
し

て
小
説
、
ま
た
小
説

の
内
部

で
は
単
純
過
去

が

こ
の
神
話
操
作

に
関
わ
る
も

の
で
あ
り
、
そ

の
第

一

の
意

図

の
上

に
、
次

い
で
価
値
観

の
強
制
、
あ
る

い
は

こ
の
方

が
ま
だ

ま
し
な

の
だ

が
価
値
観

の
刷

り
込
み
に
訴
え

て
い
く
。

一
つ
の

エ
ッ
セ
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ン

ス
、
そ
れ
を

一
つ
の
技

巧
を
さ
ま
ざ
ま

に
使

っ
て
見

せ
る
こ
と

に
意

味
が
あ
る

か
ら

で
あ

る
。

単
純
過
去

の
持

つ
意
味

を
理
解
す

る
に
は
、

西
欧

小
説

の
流
儀
を
、

例
え
ば
中
国

の
伝
統
的
な
小
説

の
流
儀
と
比

べ
れ
ば
十
分
だ
。
中
国

に

は
現
実

の
模
倣
を
完
全

に
推

し
進
め

る
以
外

の
技
法
な
ど
な

い
。
自
然

の
も

の
と
人
工

の
も

の
と
を
区
別
さ
せ
る
記
号

の
よ
う
な
も

の
な
ど
ま

っ
た
く
存
在

し
な

い
。

こ
こ
に
あ
る
木

で
作
ら
れ
た
胡
桃

は
、
胡
桃

の
イ
メ
ー
ジ
と
同
時

に
、

そ
れ
を
生

み
出

し
た
技
能

を
私
に
示
す

よ
う
な
気
持

ち
を
見
せ
て
は
い

け
な

い
の
だ
。

逆

に
、

小
説

の

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
が
や

る

の
は
そ
う

い
う

こ
と
だ
。

小
説

は
仮
面
を
着

け
る
と
同
時

に
仮
面
を
着

け
て

い
る
こ
と
を
示
さ
ね

ば
な
ら
な

い
。
単
純
過
去

の
こ

の
両
義
的
な
機
能

は
、

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル

の
別

の
フ
ァ
ク
タ
ー
に
も
見
ら
れ

る
。

「小
説
」
の
三
人
称

で
あ
る
。

み
な
さ
ん

は
、
犯
人

の

一
人
称

の
語
り
に
す

る
こ
と

で
こ
の
犯
人
を

隠
す

こ
と

に
工
夫

の
限
り
を
尽
く

し
た

ア
ガ
サ

・
ク
リ

ス
テ

ィ
ー

の
小

説
を
記
憶

し
て
お
ら
れ

る
だ
ろ
う
。
読
者

は
こ
の

ス
ト
ー
リ
ー

に
関
わ

る
す

べ
て

の
「彼
」
の
う
ち

の
だ
れ

か
が

犯
人
と
考

え
た
。

と

こ
ろ
が
、

犯
人

は

「私
」
だ

っ
た
。

小
説

で
は
普
通
、
「私
」
は
傍
観
者

で
、
筋

に
関
わ

る
の
は

「彼
」
だ
と

い
う

こ
と
を

ア
ガ
サ

・
ク
リ

ス
テ

ィ
ー
は
よ
く
分

か

っ
て

い
た
。
し
か

し
、
そ
れ
は
ど
う
し

て
な

の
か
。

「彼
」
を
使
う

の
は
、
小
説

の
典
型
的

約
束
事
だ
。
「彼
」
は
物
語

の
時

制

で
あ
る
単

純
過
去

と
同
様
、
小
説
世

界

の
出
来
事

を
作

り
上
げ
、
そ

の
印
と
な

る
の
だ
。
三
人
称

の
人
物
が

い
な
く
て
は
小
説
と
な
れ
な

い
。
そ
れ
は
小
説
を
破
壊
す
る
に
等

し

い
。

「彼
」
は
は

っ
き
り
と
神
話
が
存
在

し
て

い
る
こ
と
を

示
す
。

さ

て
、
少
な

く
と
も
西
洋

に
は
、
先

ほ
ど
見
た
よ
う

に
、
自

ら
着

け

た

マ
ス
ク
を
指

で
示
さ
な

い
芸
術

は
な

い
。
三
人
称

の
人
物

は
、
単
純

過
去

と
同
様
、
小
説
芸
術

に
こ
の
よ
う
な
貢
献
を

し
、
消
費
者

で
あ
る

読
者

に
、
信

じ
る

こ
と
は

で
き
る
が
、
嘘

で
あ
る

こ
と
が
絶

え
ず
表
明

さ

れ
る

「お
話
」
で
安
全

を
保

証
す

る

の
だ
。

「彼
」
ほ
ど

「曖
昧
」
で
は
な

い
「私
」
は
、
ま
さ

に
そ

の
こ
と
に
よ

つ

て
小
説
的

で
は
な

い
。
物

語
が
慣
習

に
足
を
踏

み
入
れ
な

い
時
、
「私
」

を
使
う

の
は
手

っ
取

り
早

い
解
決
法

(例
え
ば
プ

ル
ー

ス
ト

の
作

品
は

「文
学
」
へ
の
導

入
で
あ
ろ
う

と
す

る
だ

け
だ
)
で
あ

る
と
同
時

に
も

つ

と
も
洗
練
さ

れ
た
解
決
法
だ
。

一
方
、
物

語
を
打
ち

明
け
話

に
お

い
て
は
自
然
な

「嘘
」
に
す

る
こ
と

で
、

「私
」
が
慣
習

に
足
を
踏

み
入
れ
、
こ
の
慣
習

を
破
壊

し
よ
う

と
す

る

こ
と
が
あ

る
。
ね
じ
れ
た
よ
う
に
見
え
る
ジ

ツ
ド

の
い
く

つ
か

の
物

語
が
そ
う
だ
。

同
様

に
、
小
説

に
お
け
る

「彼
」
の
使

用
は
、
二

つ
の
精

神
原
理
を
対

立
さ

せ
も
す

る
。
小
説

の
三
人
称

の
人
物
は
異
論

の
余
地

の
な

い
慣
習

を
表

す
た
め
、
最

も
権
威

が
あ
り
、
最
も
安
穏
と
し

て
い
ら
れ
る
大
作

家

た
ち
を
惹

き

つ
け

て
い
る
が
、
同
様

に
、
自

分
た
ち

の
作

品
が
新

し
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い
と
見
え

る
た
め
に
は
背
景

と
し
て
慣
習
と

い
う
も

の
が
必
要
だ

と
結

局

は
判
断
す

る
他

の
作
家
た
ち
も
惹
き

つ
け

る
の
だ
。
と
に
か
く
、
そ

れ

は
社
会

と
小
説
を
書
く
作
家

と

の
間
に
見
て
取
れ
る
契
約

の
印
と
な

っ
て
い
る
。

け
れ
ど
も
、
三
人
称

の
使
用

は
作
家

に
と

っ
て
、
世
界
を
自
分

の
望

む
よ
う
な

か
た
ち

で
動
か

し
て
い
く
第

一
の
方
法
だ
。

つ
ま
り
、
そ
れ

は
ひ
と

つ
の
文
学
上

の
試

み
と

い
う

に
と
ど
ま
ら
な

い
。
創

り
出

し
た

物
語
を
、
本
物

の
歴
史
、
あ

る

い
は
本
当

の
世
界

に
結

び

つ
け

る
人
間

の
行
為
と
な

る
。

例
え
ば
、

バ

ル
ザ

ッ
ク
に
お

い
て
、

た
く
さ

ん

の
「彼

(三
人
称

の

人
物
)
」
が

お
り
、

そ

の
巨
大
な
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
が

で
き

て
い
る
。
彼

ら

は
体

の
大
き
さ

こ
そ
大

し
た

こ
と
な

い
が
、
彼
ら
が
な
し
た

こ
と

の

後

へ
の
影
響

か
ら

見
れ
ば

大
き

い
。
個

々
の
人
間
で
は
な
く

「歴
史
/

物
語
」
が
ま
ず
最
初

に
置
か
れ
る
世
界
が
存
在
す

る

こ
と
を
示
し

て

い

る
か
ら
だ
。

バ

ル
ザ

ッ
ク

の
世
界

の
「彼
」
は
、

「わ
た

し
」
を
変
形

、

一
般
化

し
、

そ

こ
か
ら
作
り
上
げ

た
成
果
な
ど

で
は
な

い
。
そ
れ
は
、
最
初
か
ら
そ

の
ま
ま

の
形

で
あ

る
、
小
説

の
元
素
、
原
材
料

で
あ
り
、
創
造
過
程
を

経

て
生
ま
れ
た
も

の
で
は
な

い
。
バ

ル
ザ

ッ
ク

の
小
説

の
ど

の
三
人
称

の
人
物
を
と

っ
て
み
て
も
、
そ
の
登
場
ま

で

の
バ

ル
ザ

ッ
ク

の
物
語
が

あ

る
わ
け

で
は
な

い
。

バ

ル
ザ

ッ
ク
の
「彼
」
は
、
カ

エ
サ

ル

の
「彼
」
と
似

て
い
る
。
三

人
称

の
人
物

は
筋

を
代
数
的

に
表
す
。
そ

こ
で
は
人
間
存
在

が
限
界
ま

で
小

さ

く
な

り
、
人
間
関
係
、
人
間
同
士

の
関
わ
り

の
明
る

い
幸
せ
な
部
分

か
暗

く
悲
劇
的
な
部
分

を
見
せ
る
だ

け
に
な

る
。

と

こ
ろ
が

反
対
に

(と
に
か
く
以
前

は
そ
う
だ

っ
た
)
小
説

で
「彼
」

を
使
う

の
は
、
実
存
的
な
経
験

を
表
現
す

る
た
め
と

い
う
可
能
性

も
あ

る
。
現
代

の
多
く

の
小
説
家

に
お
い
て
、
人
間

の
物

語
は
人
称
変

化

の

動

き
と

い

っ
し

ょ
に
な

る
。

人
間
-
作
者

は
、
匿
名

で

い
る
に
は
今

で
も
も

つ
と
も
な

じ
ん
だ
形

式

で
あ
る

「わ

た
し
」
か
ら
出

発
す

る

の
だ
が
、
存
在

の
し
方
が

運
命

と

な

り
、
ひ
と
り
語
り
が

「小
説
」
と
な

っ
て
い
く

に

つ
れ
、
す

こ
し
ず

つ

三
人
称

と
な

る
権
利

を
手
に
入
れ
て
ゆ
く
。

こ
こ
で
「彼
」
が
出
現
す
る
が
、
そ
れ
は

「お
話
」
の
始
ま
り
で
は
な

い
。

努
力

の
末
だ
。
さ

ま
ざ

ま
な
気
持
ち
、
さ

ま
ざ

ま
な
行
動

で
で
き
た
個

人

の
世
界

か
ら
ひ
と

つ
の
形
式

を
引

き
出
し
え

た

の
だ
。

そ
れ
は
意
味

で
で
き
た
純
粋
な
形
式

で
あ

り
、
そ
れ
ゆ
え
、
三
人
称

と

い
う
ま

っ
た
く
慣
習
的

で
貧
弱
な
外
見

の
せ

い
で
す
ぐ
さ
ま
消
え
失

せ
る
。
そ
れ

こ
そ
、
き

っ
と
ジ

ャ
ン

・
ケ

ロ
ー

ル
の
初

期

の
小
説

が
た

ど

つ
た
典
型
的
な
変

化
な

の
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
ご
承
知

の
よ
う

に
、

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
に
関

し
て
、
古
典

主
義

は

フ

ロ
ベ
ー

ル
ま
で
続

く

の
だ

が
、
古
典
主
義
作
家

に
お

い
て
は

人
間

の
動
物
性
が
後
退

し
て
い
け
ば
人
間

の
本
質
が
前

面
に
出

て
く
る

と

い
う

こ
と
だ
。
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ケ

ロ
ー

ル
の
よ
う
な
小
説
家

に
お

い
て
は
、
「彼
」
が
入
り

こ
ん

で
く

る
と
、
実
存
的
な

「私
」
の
濃
密
な
影

は
徐

々
に
消
さ

れ
て

い
く
。
も

っ

と
も
形
式
性

の
強

い
記
号
を
持

つ
「小
説
」
は
そ
れ
く
ら

い
社
会
性

の
強

い
も

の
で
あ

る
。

そ
ん
な
小
説
が

「文
学
」
を
制
度

と
し

て
確
立
す
る
。

モ
ー
リ

ス

・
ブ

ラ

ン
シ

ョ
は
、
カ

フ
カ
に

つ
い
て
、
次

の
よ
う

に
指

摘

し
た
。
非

人
称

の
物
語
を
磨

き
上
げ
た

の
は
、

(
こ
の
言
葉
に
よ

つ

て
「三
人
称
」
が

つ
ね

に
人
称

の
否
定
的

な
段
階

と
さ
れ

て
い
る
こ
と
に

気
づ
く
だ

ろ
う
)

言
語

の
本
質
に
忠
実

で
あ

ろ
う

と
し
た

の
で
あ
り
、

そ
れ
は
言
語
が
自
然

と
自

己
破

壊
に
向
か
う
た
め
だ
。

こ
こ
で
、
「彼
」
の
ほ
う
が
よ
り
存
在
性

の
弱
く
、
よ
り
文
学
的
な
状

態
を
実
現

し
て

い
る

の
だ
か
ら
、

「彼
」
は

「私
」
の
超
克

だ
と
わ
か

る
。

し
か
し
、
そ
の
優
位

は
不
安
定
な
ま
ま
だ
。
「彼
」
と

い
う
文
学
的
な
慣

習

は
人
物
を
希
薄
化
さ
せ

る
に
は
必
要
な

の
だ
が
、
予
想

で
き
な

い
濃

密
さ
を
そ

の
人
物

に
詰
め

こ
ん

で
し
ま
う
危
険

が
常

に
あ

る
。
「文
学
」

は
燐
光
虫

の
よ
う
だ
。
死

の
う

と
す

る
そ

の
時

に
、
も

っ
と
も

つ
よ
く

輝
く
。

だ
が
、

一
方

で

「文
学
」
の
活
動

は
ど
う

し
て
も
長

い
時
間
を
含

む
た

め

(と

り
わ

け
小
説

に
お

い
て
)
、

「小
説
」
は
最
後

に
は
必
ず
慣
習
化

し
て

「文
芸
」
と
化
す
。

し
た
が

っ
て
、

「小
説
」
の
三
人
称
は
、

お

世

紀

に
始
ま

る
あ

の

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
の
悲
劇
を
示
す
、
も

っ
と
も
執
拗

な
記
号

の
ひ
と

つ
と
言
え

る
。

悲
劇
は
、
「歴
史
」
の
重

圧
で
、

「文
学
」
が
自
分
を
消
費
す

る
社
会

か

ら

乖
離

し
た
と
き
に
起

き
た
。
バ

ル
ザ

ッ
ク

の
三
人
称

と

フ

ロ
ベ
ー

ル

の
三
人
称

の
あ

い
だ

に
は

一
時
代

の
隔
た
り

(一。・
ら
G・
年

の
革
命

に
よ

る
隔

た
り
)
が
あ

る
。
バ

ル
ザ

ッ
ク

に
は

「出
来
事
語
り
」
が
あ
り
、
様

相

と
し
て
は
起
伏
が
激

し
く
と
も
、
矛
盾

が
な
く
確
実
、
秩
序

が
支

配

す

る
。

フ

ロ
ベ
ー

ル
に
は
芸
術
が

あ
り
、

罪
悪
感

か
ら
逃

れ
る
た
め
、

慣
習

を
攻
撃

し
た
り
、
打
ち
壊

そ
う
と
熱
く
な

る
。
現
代
文
学

は
、
不

可
能
な

「文
学
」
の
探
求

と
と
も
に
始

ま
る
。

こ
う

し
て
、

「小
説
」
に
は
、
現
代
芸
術
全
体

に
固
有

の
、
破
壊

し

つ

つ
復

活
さ

せ
る
仕
組

み
が
見

い
だ
さ

れ
る
。
破
壊
す

べ
き
は
、
長
く
続

く
時

間
、
す
な

わ
ち
人
間
存
在

に
あ
る
言

い
よ
う

が
な

い
出
来
事

問

の

結

び

つ
き

で
あ
る
。

詩
的

構
造

の
も

の
で
あ

れ
、

小
説

の
記
号
的
構
造

の
も

の
で
あ
れ
、

ま
た
、
恐
怖
体
制

の
も

の
で
あ

れ
、
真

っ
当
な
体
制

の
も

の
で
あ
れ
、

「秩
序
」
と
は
何
者

か

の
意
図

に
よ
る
圧
殺
だ
。

だ

が
、
作
家
が

一
度
勝

て
た
と

し
て
も
、
長

く
続

く
時
間

は
や

は
り

作
家

よ
り
強

い
。
な
ぜ

な
ら
、
そ

の
時
代
に
破

壊
的
な
方

法
を
推

し
進

め
れ
ば
、
次

の
時
代

に
必
ず
建

設
的

な
方
法

を
、
ふ
た
た
び
破

壊

の
対

象

と
な
る
秩
序

を
築

き
あ
げ

る

こ
と
に
な

る
か
ら

で
あ
る
。

か
く

し
て
、
現
代

の
も

っ
と
も
偉

大
な
作

品
は
、
奇
跡
的
な
姿
勢

で
、

で
き
る
だ

け
長

く

「文
学
」
の
入
り

口
に
と
ど
ま
り

つ
づ

け
る
。
濃
密
な

人
間
存
在
が

示
さ

れ
、
見
せ

つ
け
ら
れ

て
は

い
る

の
だ
が
、
ま
だ
記
号

の
秩
序

の
勝
利

に
よ

っ
て
破
壊
さ

れ
て
は

い
な

い
、
い
わ
ば

「前

庭
的

」
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な
状
態
に
あ

る
。

た
と
え
ば
、
プ

ル
ー

ス
ト

の

一
人
称
が
そ
う

で
あ
り
、
作

品
全
体

が
、

「文
学
」
へ
と
向

か

っ
て
は
い
る
が
ぐ
ず
ぐ
ず

た
め
ら
う

こ
の
人
物

の
努

力
、
苦

労
に
関
わ

っ
て
い
る
。

ま
た
、
ジ

ャ
ン

・
ケ

ロ
ー

ル
は
、
こ

の
上
な
く
緩
慢
な
独

り
言
を
終

え
な
け
れ
ば
、
「小
説

」
に
近
づ

こ
う
と
し
な

い
。
ま
る
で
、
文
学
行
為

は
や

る
べ
き
か
や

る
べ
き

で
な

い
か
き
わ
め

て
曖
昧

で
、
そ

の
時
ま

で

意
味

の
な
か

っ
た
時

間

の
、濃
密

な
存
在

の
仕
方
を
破

壊

で
き
る
ま
で
、

社
会

に
祝
福
さ
れ

る
作
品
を
生

み
出

し
え
な

い
か

の
よ
う
だ
。

「小
説
」
と

は

「死
」
で
あ

る
。
人

の
生
き
方
を
運
命

に
、
記
憶
を
有
用

な
行
為
に
、
そ

し
て
た
だ
長
く
続
く
だ
け

の
時
間
を
方
向
性
を
持

っ
た

意
味

の
あ

る
時
間

に
変
え

る
。
だ
が
、
こ
の
変
形

は
、
社
会

か
ら
見
ら

れ

て
い
な
け
れ
ば
達
成

で
き
な

い
。
社
会

こ
そ
が
、

「小
説
」
す
な
わ
ち

記
号

の
複
合
体

を
、

長
く
延
び

る
時
間

の
超
越

と
し

て
、

そ

の

「歴
史

学
」
と

し
て
我

々
に
強
制
す
る

の
で
あ

る
。

し
た
が

っ
て
、
小
説

の
記
号
要
素
を
明
ら

か
に
す

る
こ
と

で
理
解

で

き

る
社
会

の
意
図
が
証
拠
と
な
り
、
作
家

と
社
会
を

で
き

る
限
り
厳

か

に
結
び

つ
け

る
契
約
が
見
え

て
く

る
。
「小
説
」
の
単
純
過
去
と
三

人
称

と

は
、
作
家
が
自
分

の

つ
け

て

い
る
仮
面
を
指
さ
す
や

む
を
得
な

い
身

ぶ
り

に
ほ
か
な
ら
な

い
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

「文

学

」
は
す

べ

か

ら

く

こ
う

言

え

る
。

「
ラ

ル

ワ
ー

ト

ゥ

ス
プ

ロ
デ

ヘ

ヘ

オ

ー

(わ

た

し

は
仮

面

を

着

け

前

に
進

む
)
」
、

た

だ

し

、

「
わ

た

し

は

着

け
た
仮

面
を
指
さ

し
な
が
ら
前

に
進

む
」
と
言

い
換
え
。
社
会

言
語

と

の
断
絶
と

い
う
も

っ
と
も
重
苦

し

い
断
絶
を
引
き
受

け
る
詩
人

の
人

間
な

ら
ざ

る
経
験

に
せ
よ
、
あ

る
い
は
、
小
説
家

の
作

り
だ
す
信

じ
ら

れ
る
嘘

に
せ
よ
、
真
実
を
尊
ぶ
心
が
長
く
続
き
、
成

し
遂
げ

ら
れ
る
た

め
に
は
、
偽
り

の
、
は

っ
き
り
と
そ
う
だ
と
分

か
る
偽
り

の
記
号
要
素

が
必
要

で
あ
る
。

こ
の
両
義
性

の
産
物

で
あ

り
、
結

局
は
そ

の
根
源

に
あ
る
と
も
言
え

る
も

の
、
そ
れ
が

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
で
あ
る
。
こ
の
特
別
な
言
語
活
動

は
、
そ
れ
を
も
ち

い
る
作
家

に
、
輝

か
し
く
は
あ
る
が
、
監
視
さ

れ
る

と

い
う
役
回
り
を
あ
た
え
、
は
じ
め

の
う
ち

は
見
え
な

い
が
、
ど
ん
な

責

任
に
も

つ
き
も

の
の
奉

仕
を
は

っ
き
り
と
求

め

て
く
る
。

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
と

は
、
始

め
は
自

由

で
も
、
最
後

に
は
作
家

を
、

そ
れ
自
体
拘
束
さ

れ
て

い
る

「歴
史
」
に
縛

り

つ
け
る
鎖

で
あ

る
。
社
会

は
、
よ
り
確
実

に
作
家
を
自

己
疎
外

へ
と
導
く
た
め
に
、
は

っ
き
り
と

分

か
る
芸
術

の
印

を
作
家

に
付

け
る

の
で
あ

る
。
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詩

の

エ
ク

リ
チ

ュ
ー

ル
の
よ
う
な
も

の
は
あ
る

の
か

近
代
以
前
、
散

文
と
詩

は
大

ま
か
な
分

け
方
が
さ

れ
る
だ

け
で
、
そ

の
違

い
は
計
測

で
き

る
も

の
で
あ

る
。
そ
れ
ら

は
隣
り
合
う
数

の
よ
う

な
、
ふ
た

つ
の
異
な

る
数

と
変

わ
ら
ず
、
量
的
な
違

い
で

「別
」
と
さ
れ

る
だ
け
だ
。

考

え
を
も

っ
と
も
経

済
的
に
伝
達
す
る
、
最
小

の
こ
と
ば
を
散
文
と

よ
び
、
韻
律
、
脚
韻
、

ま
た
慣
例
と

し
て
使
う

比
喩
表

現

の
よ
う
な
、

内
容

の
伝
達

に
は
役
立
た
な

い
け
れ
ど
装
飾

と
な

る
言
語

の
特
殊
な
属

性
を

⑤
、
σ
、
。
と
呼
ぶ

と
、

こ
と
ば

の
全
体

が
、
表
層
的
に

は
ジ

ュ
ル

ダ

ン
氏

の
二
様

の
等
式
に
お
さ
ま

る
。

「
詩

」
11

「
散

文

J

+

a

+

b

+

c

「
散

文

」
11

「
詩

」

1

鋤

σ

。

こ
れ
を
見
れ
ば
、

「詩
」
は
明
ら
か
に

「散
文
」
と
違

う
。
だ
が
、
こ
の

違

い
は
本
質

に
関
わ

る
も

の
で
は
な
く
、
量
的
な
も

の
だ
。

し
た
が

っ
て
、
「言
葉

は

一
つ
」
と

い
う
、
近
代

以
前

の
基
本
的
な
考

え
方
を
傷

つ
け
る

こ
と

は
な

い
。
人
び
と

は
社
会
生
活

の
い
ろ

い
ろ
な

場
面

に
応

じ
て
、
言
葉

の
使

い
方

を
さ

ま
ざ

ま
に
配
合
す

る
。
こ
こ
で

は
散
文
、

つ
ま
り
分
か
り
や
す

い
言
葉

を
、
こ
こ
で
は
詩
、

つ
ま

り
凝

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

っ
た
表
現
と

い
う

よ
う

に
。
こ
れ
は
考
え

を
表
す

に
際

し
て

の
社
交
上

の
慣
習
と
な

っ
て
い
る
。
だ
が
、
ど
ん
な
場
合

も
言
葉

は
た
だ

一
つ
で

あ
り
、
そ
れ
が
心

の
中

の
変
わ

る
こ
と

の
な

い
使

い
分
け

の
範
疇

を
映

し
出
し

て
い
る

の
だ
。

近
代

以
前

の
詩

は
、
散
文
に
装
飾
を

こ
ら

し
た
変

奏
と

し
て
、
ひ
と

つ
の
「技
法
」
(
つ
ま
り
技
術
)
の
成
果

と
し
か
感

じ
ら

れ
て
お
ら
ず
、
異

な

る
言
葉
、
あ

る

い
は
固
有

の
感
性

か
ら
生

ま
れ
た
も

の
と
は
ま

っ
た

く
感

じ
ら
れ
て

い
な

か

っ
た
。

そ
ん
な
時
代

に
は
、
ど
ん
な
表
現
法
を
と

っ
て
い
よ
う
と
、
詩

は
す

べ
て
、
必
須
内
容
、
芯
と
し
て
潜
在

し
て
い
る
散
文
に
装

飾
が
加
わ
り
、

そ
れ
を
間
接
的

に
示
す
、
つ
ま
り
お
ま
け
付

き
の
等
価
物

に
す
ぎ
な

い
。

近
代

以
前
、

「詩
」
と

い
う
言
葉

は
、
ど
ん
な
拡
が

り
も
、
感
情

の
ど

ん
な
特
有

の
厚
み
も
、
ど
ん
な

一
貫
し
た
イ
メ
ー
ジ

も
、
ど
ん
な
異
界

も
示
す
わ
け
で
は
な

く
、
た
だ

言
葉

の
使

い
方

の
変
更

を
示
す

だ
け

で

あ
り
、
普
通

の
会
話

の
作
法
よ

り
も
美

し
く
、
し
た
が

っ
て
社

交
に
よ

り
適

し
た
作

法
に
従

っ
て
「考
え

を
述

べ
る
」
語
法

へ
の
変
更
だ
。

つ
ま
り
、

「心
」
か
ら
文
法
、
論

理
と

い
う
鎧

を
ま
と

っ
て
出

て
き
た

内
的
思
考

の
外
に
、
明
白
な
約
束
ご

と
に
よ

っ
て
社
会

化
さ
れ
た
言
葉

を
映
し
出
す

の
だ
。

ご

承
知

の
よ
う

に
、
ボ

ー
ド

レ
ー

ル
で
は
な

く
ラ

ン
ボ

ー
か
ら
始

ま

る
近
代
詩

に
、
伝
統
的
な
手
法
を
手
直

し
し
た
上

で
だ
が
、
古
典
的
な

詩

の
、
形
式

に
お
け

る
規
則
を
採
用

し
た

こ
と
を
除
け
ば
、
こ
の
よ
う

な
創

出
プ

ロ
セ

ス
の
構
造

の
名
残
は
ま

っ
た
く
な

い
。
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ラ
ン
ボ
ー
以
後
、
詩
人
は
、
閉
ざ
さ

れ
て
は

い
る
が
、
言
語

の
意
味

機
能
と

テ
ク

ス
ト
構
造

の
両
方
を
含

む

「自

然
な
世
界
」
と

し
て
、
そ

の

言
葉
を
樹
立

し
て
い
る
。
そ
う
な

っ
た
と
き
、

「詩
」
は
も
は
や
、
装
飾

を

ほ
ど

こ
さ
れ
た

「散
文
」
、
自
由
を
奪
わ
れ
た

「散
文
」
で
は
な

い
。
詩

は
そ

こ
か
ら
何
か
引
く

こ
と
が

で
き

る
質

の
も

の
で
も
な
け
れ
ば
、
技

法
と

し
て
他

の
人
間
が
継
承

で
き

る
も

の
で
も
な
く
な
る
。

そ
れ
は
も
う
付
加
的
な
属
性

で
は
な
く
、
実
質
を
有

す
る

モ
ノ
と
な

る
。
し
た
が

っ
て
そ
の
外
に
あ
る
も
の
を
指

し
示
さ
な

い
で
い
ら
れ
る
。

「詩
」
が

「詩
」
で
あ

る
所
以

は
そ
れ
自
身

の
う
ち
に
あ
り
、
外

に
あ

る
存

在

の
根
拠
を
指

し
示

し
な
ど

し
な

い
。
詩

の
言
語
と
散
文

の
言
語

は
じ

ゅ
う
ぶ
ん
離
れ

て
お
り
、
他
方
と
違
う

こ
と
を
示
す
記
号
な
ど
な
く

て

も

い
い
。

さ
ら
に
、
い
わ

ゆ
る
思
考
内
容
と
言
葉

の
関
係
が
逆

に
な

る
。
近
代

以
前

の
詩

で
は
、
完
全

に
で
き
あ

が

っ
て

い
る
思
考
内
容

が
、
そ
れ
を

「表

し
」
、
「別

の
形

で
示
す
」
言
葉

を
生

む
。
近
代
以
前

の
詩

の
内

容

に

は
轟
く
よ
う

に
変
化

し
て
ゆ
く
時
間
性
が
な
く
、
技
巧
を

こ
ら
す

の
に

必
要
な
時
間
が
あ

る
だ
け
だ
。

そ
れ
と

は
反
対

に
、
近
代
以
降

の
詩

で
は
、
言
葉

は

フ
オ

ル
ム

の
連

な
り

の
よ
う
な
も

の
を
生

み
だ

し
、
そ

こ
か
ら
そ
れ
ら

の
言
葉
が
な
く

て
は
あ
り
え
な

い
、
濃
密
な
知
的
内
容
、
感
覚
的
内
容
が
す

こ
し
ず

つ

発
散
さ
れ

る
。
そ
う
な

る
と
、
言
葉

は
、
よ

り
内
面
的
な
意
識
形
成

の

濃
密
な
時
間
と
な

り
、
「思
考

内
容
」
は
そ

の
あ

い
だ

に
思

い

つ
く
ま
ま

使
わ

れ
る
言
葉

で
徐

々
に
練
ら

れ
、
据
え

つ
け
ら

れ
て
ゆ
く
。

し
た
が

っ
て
、
こ
の
言
葉

の
幸

運
待

ち
は
、
そ

こ
か
ら
熟

し
た
意
味

ヘ

ヘ

ヘ

へ

の
果
実

が
落

ち
て
く
る

の
だ

が
、
も
う

「製
作
作
業
」
の
時
間
な

ど
で
は

な

く
、
何
が
起
き

る
か
分
か
ら
な

い
詩

の
時
間

で
あ
り
、
言
葉

と

い
う

記
号

と
表

し
た

い
こ
と
が
出
会
う

こ
と
を
前

提
と
し
て

い
る
。

近
代

以
降

の
詩

は
、
言
語

の
構
造
全
体

(結
合
軸

と
選
択
軸
)
に
関
わ

る
違

い
が
あ

り
、
い
に

し
え

の
詩
と
対
照
的
だ
。
こ

の
二

つ
の
詩

の
あ

い
だ

に
は
、
人
間

の
社
会

行
動
と
し

て
同
じ
意

図
を
も

つ
こ
と
以
外
共

通
点

は
な

い
。

近
代

以
前

の
言
語

(
「散
文
」
と

「詩
」
)
の
動
的
構
造

は
、
言
葉

同
士

の

関
係
上

(結
合
軸
)
に
あ
る
。

つ
ま
り
、
言
葉

は
他

の
言
葉

と

の
関
係
を

主

と
す

る
た
め
、
可
能
な

か
ぎ
り
抽

象
的
と
な

っ
て
い
る
の
だ
。
そ

こ

で
は
、
ど

の
言
葉
も
そ
れ
自
体

は
濃
密
な
意
味
を
持

っ
て
な

い
。
か
ろ

う
じ

て
物

あ
る

い
は
事

を
指

す
記
号
と
な

っ
て

い
る
だ
け
だ
。
そ
ん
な

働

き
を
す

る
よ
り
言
葉

は
互

い
に
結
び

つ
く
手
段
に
な

ろ
う
と

し
て
い

る
。言

葉

は
、
そ

の
フ
ォ
ル
ム
と
不
可
分

で
あ
る
内
部

の
意
味

領
域

に
入

り

こ
ん
で
ゆ
く

の
で
は
な

く
、
発
せ
ら
れ
る
や

い
な
や
、
ほ
か

の
言
葉

の
ほ
う

へ
と
広

が
り
、
さ

ま
ざ

ま
な
表

現
意
図

の
連
鎖

を
表
層

に
作

ろ

う
と
す
る
。

数
式

を
考
え

れ
ば
、
お
そ
ら
く

い
に
し
え

の
散

文
と
詩

の
、
言
葉

同

士

の
関
係
が

ど
ん
な

も

の
か
理
解

で
き
る
。
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ご
承
知

の
よ
う

に
数
式

に
お

い
て
は
、
ど

の
量
も
数
と

い
う
記
号

で

表
さ
れ
る
だ
け

で
な
く
、
そ
れ
ら

の
数
を
結
び

つ
け

る
関
係
も
ま
た
加

減
乗
除

の
符
号
や
等

号
、
差

を
表
す
符
号

に
よ

っ
て
表
記
さ
れ
て
い
る
。

数
式

の
動
き
全
体

は
、
そ
こ
に
書
き

込
ま

れ
た
数
と
符
号

の
関
係
を
書

か
れ
て
い
る
通
り
読

み
取

る
も
の
だ
か
ら
そ
う
な

っ
て
い
る
と
言
え
る
。

い
に
し
え

の
言
語

は
、
明
ら
か
に

こ
れ

ほ
ど
厳
密

で
は
な

い
と
は

い

え
、
似
た
動
き
方
を

し
て
い
る
。
中
性
化
さ
れ
た
、

つ
ま
り
、
そ

の
新

鮮
さ
を
奪

っ
て
し
ま
う
伝

統
に
き

っ
ち
り
従
う

こ
と
で
存
在
感
を
失

っ

た
詩

の
言
葉

は
、
音
声
や
意
味
が
く
ず
れ
な

い
で
い
ら
れ

る
。

そ

の
よ
う
な
間
違

い
が
起
き
れ
ば
、
言
葉
を
鑑
賞

す
る
者

の
意
識
を

一
点

に
集
め

て
、
そ

の
知
的
な
意
識

の
動

き
を
止
め
、
そ

こ
に
仕
込
ま

れ
た
わ
け

で
も
な

い
快
楽

へ
と
導

い
て
し
ま
う
。
い
に
し
え

の
詩

は
密

度
が
等

し
く
、
感
情

に
働
き
か
け

る
圧
力

も
同
じ
言
葉

の
連
続
だ
が
、

そ
れ
ら

の
言
葉

か
ら
、
固
有

の
、
そ
し
て
初

め
て
出
現

し
た
よ
う

に
思

え

る
意
味

に
向

か
う
流
れ
を
引
き
出
す
。

詩

で
使
わ
れ
る
言
葉
自
体

は
普
通

の
言
葉

で
あ
り
、
そ

の
た
め

に
新

た

に
創
り
出
さ
れ
た
言
葉

で
は
な

い
。

つ
ま
り
、
そ
こ
に
使
わ
れ
た
言

葉

は

一
体
と
な

る
こ
と

で
固
有

の
意
味
を
持

つ
の
で
あ
り
、
個
別

に
で

は
な

い
。
繰

り
返

し
使
わ

れ
る
こ
と

に
よ

っ
て
そ
う
な

り
、
新
た

に
創

り
出
さ
れ
た

り
は
し
は
な

い
。

し
た
が

っ
て
、
い
に
し
え

の
詩
人

の
役

目
は
、
新

し
く

て
内
容

の
密

度
が
よ
り
高

い
、
つ
ま
り
よ
り
輝

く
言
葉
を
見

つ
け
る
こ
と
で
は
な

い
。

古

い
し
き
た
り
に
合

わ
せ
、
シ
ン
メ
ト
リ
ー
、
あ
る

い
は
簡
潔

な
結

び

つ
き
と

い
う

も

の
を
磨

き
上
げ
、
頭
に
描

い
た
内
容
を
正
し
く
韻
律

の
制

限
に
合

わ
せ
た
り
短
縮

す
る

こ
と
に
あ
る
。
そ
ん
な
時
代

の
気

の

利

い
た
表
現
と
は
言
葉

と
言
葉

の
結

び

つ
け
方

で
あ
り
、
単

語

の
も

の

で
は
な

い
。

つ
ま
り
、
既
に
あ
る
内
容

を

い
か
に
表

現
す
る
か

の
術

で
あ
り
、
新

た
に
内
容

を
作

る
術

で
は
な

い
。
こ
ん
な
時
代

の
詩

の
言
葉

は
、
の
ち

の
時
代

の
よ
う
に
、
不
意

に
声
を
大

き
く
し
た
り
す
る

こ
と

で
、
人
間

の
深
く
特
異

な
経
験

を
表
し
た
り
は
し
な

い
。

そ
れ
ら

は
、
優
美

に
し
よ
う
、
装
飾
を
付
け
よ
う
と
す
る
人
間
社
会

の
要
求

に
応

じ
、
表

層
に
お

い
て
整

え
ら
れ
る
。
当
時

の
人

々
は
言
葉

を
組

み
合

わ
せ
た
言

い
ま
わ
し
に
魅

了
さ

れ
る

の
で
あ

っ
て
、
言
葉

に

固
有

の
力
や
美

に
よ

っ
て

で
は
な

い
。

い
に
し
え

の
詩

の
言
葉

は
、
数
式
を
生

み
だ
す

選
択

と
結
合

の
織

り

物

の
完
成
さ

れ
た
機
能

に
達
す

る

こ
と
は
な

い
。
そ

こ
で
は
、
言
葉

と

言
葉

の
関
係

は
、
数
学

の
よ
う

に
特

別
な
専
用

の
記
号
/

言
葉

に
よ

つ

て

で
は
な

く
、
思

い
が
け
な

い
表
現
や
言
葉

の
配
置
に
よ

っ
て
の
み
示

さ

れ
る
。

い
に
し
え

の
詩

の
言
葉

の
自
然
な
結

び

つ
き
は
、
突

出
す

る
も

の
を

押
さ
え
、
き
ち
ん
と
整
列
さ
せ

る
こ
と

に
よ

っ
て
仕
上
げ

る
。
い
に
し

え

の
詩

の
言
葉

は
、
ご

く
小
数

の
い

つ
も
似

た
よ
う
な
結

び

つ
け
方
が

使

わ
れ
て
お
り
、
代
数

に
似

て
い
る
。

一84一



比
喩
や
常
套

句

は
、
表
面
上
そ
う
見
え
な

い
が
、
実
質
的

に
は
言
葉

と
言
葉
を
結
び

つ
け

る
道

具
な

の
だ
。
言
葉

は
言
説
と

し
て
強
く
連
帯

し
た
状
態
を
作
り
出

し
は
し
た
が
、
そ

の
た
め

に
濃
密
な
内
容
を
失

っ

た
。
言
葉

は
原
子
価

の
よ
う
に
構
造
的
に
働
き
、
対
称
結
合
、
星
状
結

合
、
紐
状
結
合

だ
ら
け

の
言
葉

の
面
を
描

き
だ
す
。
そ
れ
ら

の
結
合

か

ら

は
、
新

た
な
内

容
が
次
か
ら
次
と
現
れ
る
が
、
驚

い
て
立
ち
止
ま
ら

せ
る
よ
う
な

こ
と

は
決

し
て
な

い
。

い
に
し
え

の
詩

の
細

部

は
、
読
む
者
に
そ

の
意

味
を
理
解
さ
せ
る
や

い
な
や
、
運
び
屋
、
あ
る

い
は
前
触
れ
と
な
り
、
意
味
を
よ
り
遠

く

へ

と
運
ん

で
行
く
。
そ
れ

は
言
葉

の
底

に
沈
殿

し
よ
う
と

は
せ
ず
、
知
性

の
行
為
、
つ
ま

り
伝
達
行
為
が
続
く
限
り
拡
大

し
て
い
こ
う
と
す

る
の

だ
。そ

こ
で
、
あ
ら
ゆ

る
韻
律

の
中

で
も

っ
と
も
他
と

の
関
わ
り
が
密
な

ア
レ
ク
サ

ン
ド
ラ

ン
(一ト。
音

綴
詩
句
)
に

ユ
ゴ

ー
は
敢
え

て
歪
み
を
加

え
た

の
だ
が
、
そ
れ

は
近
現
代
詩

の
先
行
き
を
す

で
に
そ

っ
く
り

予
告

し
て
い
る
。

言
葉

の
結
び
付
き
に
込
め
ら
れ

る
内

容
を
弱
め
、
そ

の
代
わ
り

に
言

葉
を
炸
裂
さ

せ
よ
う
と

し
て
い
る

か
ら
だ
。

実
際
、
近
現
代

の
詩

は
、
近
代

以
前

の
詩
、
ま
た
ど

の
時
代

の
散
文

に
も
対
置
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
だ
が
、
言
語

に
お

い
て
は
本
来

そ
う

で
あ

る
自
然
な
言
葉
同
士

の
関
係
を
壊

し
、
語
彙
と

い
う
基
礎
部

分

し
か
存
続
さ

せ
な

い
。
近
代

の
詩
が
言
葉
問

の
関
係

の
う
ち
保
持

し

て
い
る

の
は
言
葉

の
動
的
領
域

で
あ
る
音
楽

性

の
み

で
、
そ

の
本
来

あ

る

べ
き
姿

で
は
な

い
。

言
葉

は
、
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
言
葉

と
言
葉

を
結

ぶ
関
係
線

の
上

で
花
火

の
よ
う

に
炸
裂

し
、
文
法

は
そ

の
目
的

が
失

わ
れ
、
た
だ

の
韻

律
法

と
な

る
。
と
言

っ
て
も
、
そ
れ
は
言
葉

を
提
示
す

る
た
め
に
残
る

抑
揚
付

け

で
し
か
な

い
。

正
確

に
は
、
言
葉
問

の
結
び
付

き
は
取

り
除

か
れ
た

の
で
は
な

い
。

た
だ

そ

の
場
所
だ
け
が
残
さ

れ
て

い
る

の
だ
。
そ
れ
は
言
葉
問

の
結

び

付
き

の
戯
画

と
な

っ
て
お
り
、
そ

の
空
白

は
必
要
な

の
だ
。
言
葉

の
濃

密
な
内
容
が
、
際
限
な
く
続
く
音
、
際

限
な

く
何

か
を

示
す
記
号

の
よ

う

に
、

《
狂
お
し

い
感
情
、
神

秘

》

の
よ
う
に
、
魔
法

の
穴
か
ら
立

ち

の
ぼ
ら
ね
ば
な
ら
な

い
か
ら
だ
。

い
に
し
え

の
詩

の
言
語
に
お

い
て
、
言
葉
を
動
か

し
操
り
、
そ
れ
を

つ
ね

に
前
方

に
投
射
さ

れ
る
意
味

に
向
か

っ
て
運
ん

で
行

く

の
は
言
葉

間

の
関
係
だ
。

近

現
代

の
詩

に
お

い
て
は
、
言
葉
問

の
関
係

は
言
葉

の
拡
張
領
域

で

し
か
な

く
、
〈
本
拠

地
〉
と
な

る

の
は
言
葉
だ
。
そ
し
て
、
言
葉

は
、
耳

で
聞

く

こ
と
は
で
き
る
が
空
虚
な
、
声

の
さ

ま
ざ

ま
な
作
用

か
ら
な

る

韻
律

に
お

い
て
、
そ
れ
が
生
ず

る
と

こ
ろ
と
し
て
し

っ
か
り
と
据

わ

つ

て

い
る
。

韻
律

に
お

い
て
は
言
葉

問

の
関
係
が
わ
た
し
た
ち
の
心
を
と
ら
え
る
。

し
か
し
、
真
実

の
突
然

の
開
示

の
よ
う
な
も

の
を
準

備
し
、
そ
れ
を
浴
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れ
出
さ
せ

る
の
は
言
葉

だ
。
こ
の
真
実

は
詩

の
世
界

の
も

の
と
言
う

の

は
、
詩

の
言
葉

は
何
も
欠
け

て

い
な

い
た

め
偽

り
と
な

り
え
な

い
と
言

っ
て
い
る
に
す
ぎ
な

い
。

詩

の
言
葉

は
無
限

の
自
由
に
輝
き
、
不
確
実
だ
が
持
ち
え

る
無

数

の

結
び
付
き

に
い

つ
で
も
光
を
当

て
る
用
意
が
あ
る
。
変
動

の
な

い
横
方

向

の
関
係
を
断
ち
、
言
葉

は
垂
直
方
向

に
し
か
照
ら
す
も

の
が
な
く
な

る
。
言
葉

は
、
意
味
と
反
射
、
残
像

か
ら
な

る
詩

の
テ
ク

ス
ト
全
体

の

中

に
埋
め

込
ま
れ
た
硬

い
柱
状

の
塊

の
よ
う
な
も

の
だ
。
つ
ま
り
言
葉

は
屹
立
す

る
記
号
な

の
だ
。

詩

の
言
葉

は
こ
の
場
合
、
直
前

の
展
開

の
な

い
劇

の
幕
、
前
後

の
幕

の
な

い
幕

で
あ
り
、
こ
の
言
葉

に
結
び

つ
い
た
あ
ら
ゆ

る
起
源

の
厚

い

層
と
な

っ
た
面
影

し
か
見

せ
な

い
。
こ
の
よ
う

に
近
代

の
詩

で
は
、
ど

の
言
葉

の
下

に
も
地
層

の
よ
う
な
も

の
が
隠
れ

て
い
る
。

そ

こ
に
は
言
葉

の
内
容
と
な
り
え
る
も

の
が
す

べ
て
集

ま

っ
て
い
る

の
だ
が
、
散
文
や

近
代

以
前

の
詩

に
あ

る
よ
う
な
、
ま
わ
り
と

の
関
わ

り

に
合

わ
せ

て
選
ば
れ
る
よ
う
な
内
容
は
含

ま
れ

て
い
な

い
。

詩

の
言
葉

は
、
社
会
生

活

の
上
台
と
な

っ
て

い
る
言
語

の
よ
う
に
、

ヘ

へ

　

　

へ

一
般
性

の
高

い
内
容

(伝
達

意
図
)

に
よ

つ
て
あ
ら

か
じ
め
規
定
さ
れ

て
は
い
な

い
。
詩

を
読

む
者

は
、
互
選

し
合
う
言
葉
間

の
関
係
に
よ

つ

て
誘
導

し
て
は
も
ら
え
ず
、
真

正
面

か
ら
言
葉

に
立
ち
向
か
う

こ
と

に

な

る
。
そ
し

て
、
考
え
ら

れ
る
す

べ
て

の
内
容

を
有

し
、
無
限
と
も
言

え

る
内
容
を
持

つ
も

の
と

し
て
そ

の
言
葉
を
受
け
と
め

る
。

言
葉

は

こ
こ
で
は
百
科
事
典

の
よ
う

で
、
言
葉
間

の
関
係
が
生

き
て

い
れ
ば

そ

の
中

か
ら

選
ば
な

け
れ
ば
な

ら
な

い
受

け
取

り
方

を
、
す

べ

て
同
時

に
含

ん
で

い
る
。
し
た
が

っ
て
、
言
葉

は
、
辞
書

か
詩

に
お

い

て

で
し
か
起

こ
り
え

な

い
状
態

を
作

り
だ

し

て
い
る

こ
と
に
な
る
。

そ

こ
で
は
言
葉
が
意
味
を
部
分
的

に
規
定
す

る
冠

詞
を
奪

わ
れ
、

一

種

の
中
立
的
ゼ

ロ
状
態

に
引

き
下
げ

ら
れ
る

の
だ
が
、
過
去

に
お

い
て

使

わ
れ
た
も

の
と
未
来

に
お

い
て
使

わ
れ
る
可
能
性

の
あ
る
も

の
、
す

べ

て
の
特
殊
な
意
味

を
同
時

に
含

ん

で
ふ
く
れ
あ
が
り
、
生
き
た
状
態

で
い
ら
れ
る
。
言
葉

は

こ
こ
で
は
多

く

の
内
容

を
包
括

す
る

フ
ォ
ル
ム

を
持

ち
、

上
位

の
分
類
枠

の
よ
う
に
な
る
。

こ
の
よ
う

に
詩

の
言
葉

は
ど
れ
も
予
想

で
き
な

い
モ
ノ
、
つ
ま
り
言

語
が
潜
在
的

に
持

つ
内
容
す

べ
て
が

そ
こ
か
ら
飛
び
立

つ
パ

ン
ド
ラ

の

箱

と
な

る
。

し
た
が

っ
て
、
そ
れ

は
特
殊
な
好
奇
心
、
崇
高
な
美
食
欲

の
よ
う
な

も

の
が
あ
る

こ
と
で
生

み
だ
さ

れ
、
消
費
さ
れ

る
。
近
現
代

の
詩
す

べ

て
に
共
通
す

る

こ
の

「言
葉

へ
の
欲
望
」
は
、
詩

の
言
葉

を
恐
ろ
し
く
、

人

の
も

の
と
は
思
え

な

い
よ
う
な

も

の
に
し

て
い
る
。

そ

の
欲
望

は
、
穴
だ
ら

け
で
ど
こ
か
ら

も
光

が
差
す

よ
う
な

言
葉
を

据
え
付

け
る
。
そ
ん
な

言
葉

は
欠
落

と
意
味
内
容
過
多

の
記
号

に
あ

ふ

れ

て
は

い
る

の
だ

が
、
何
を
表
す

の
か
、
そ

の
意

図
は
予
測
す

る

こ
と

も

で
き
な

け
れ
ば
、

同
じ
ま
ま
で
あ
ろ
う

と
も
し
な

い
。

そ
れ
ゆ
え
、

一
般
社
会

に
お
け
る
言

語

の
使

わ
れ
方

と
は
ま

っ
た
く
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違

っ
て
く

る
。
連
続

性

の
な

い
言
葉
ば

か
り
用

い
る

こ
と

で
、

「自
然

性
を
越
え

る
」
あ
ら
ゆ

る
可
能
性
を
切
り
開
く
。

い
に
し
え

の
言

語

の
言
葉

間

の
や
り
取

り
は
、

「自
然

な
状
態

の
言

葉

は
充
足

し
て
お
り
、
意

の
ま
ま

に
な

る
。
ま
た
意
味

の
流
失
も
な
け

れ
ば
、
暗
く

て
見
え
な

い
部
分
も
な
く
、
話
さ
れ

る
言
葉

の
使
用

ル
ー

ル
に

一
〇
〇
%
従

っ
て
い
る
」
こ
と
を
意

味

し
て
い
る
。

い
に
し
え

の
言
語
は
ど
ん
な
場
合
も
内

容
が
す

っ
き
り
と
分

か
る
文

や

フ
レ
ー
ズ
に
縮

小

で
き
る
。
そ
れ

は
対
話
を
前
提
と

し
、
人
間
が
個

と

し
て
は

い
な

い
世
界
、
言
葉
が
事
物

の
よ
う
な
恐
ろ

し
い
ほ
ど

の
重

み
を
持

っ
た
り

し
な

い
世
界
、
言
葉
が
必
ず
他
者

と

の
出
会

い
と
な

っ

て
い
る
世
界
を
そ

こ
に
据
え

る
。

い
に
し
え

の
言
語

は
使
え
ば

喜
び
を
も
た
ら
す
。
社
会

に
密
着

し
た

言
語
だ
か
ら
だ
。
ジ

ャ
ン
ル
を
問

わ
ず
、
い
に
し
え

の
書
き
物

は
か
な

ら
ず
社
会
集

団
に
よ
り
音
声
化
さ
れ
消
費

さ
れ
る
も

の
と
考
え
ら
れ

て

い
る
。

い
に
し
え

の
文
学
作
品

は
そ
れ
ぞ
れ

の
階
級

で
集

ま

っ
た
人

々
の
あ

い
だ
に
流
通
す
る
も

の
で
あ
る
。
そ
れ

は
声

に
よ

つ
て
伝
達
さ
れ
る
よ

う
考
え
ら
れ
た
も

の
で
あ
り
、
そ

の
目
的

で
あ

る
消
費

(鑑
賞
)
は
社
会

の
些
細

な
変
化
に
応
じ

て
調
整
さ
れ

る
。
き
び

し
い

コ
ー
ド
化
が
行
わ

れ

る
と

し
て
も
、
基
本
的

に
は
音
声
を
上
台
と
す

る
言
語
だ
。

一
方
、
ご
承
知

の
よ
う
に
、
現
代

の
詩

は
、
言
語

に
本
来
備
わ

っ
て

い
る

言
葉
問

の
様

々
な
関
係
を
破
壊

し
、
言
葉
を
単
語

の
状
態

に
引
き

戻
す
。

言

語
が

「本
来
持

つ
性
質
」
に
対
す
る
認
識

に
逆
転

が
起

こ

っ
た
と

い

う

こ
と
だ
。
新

し
い
詩

の
言
語

は
連
続
性
を
持
た
な

い
た
め
、
途

切
れ

途

切
れ
で
、
い
く

つ
も

の
塊

と
し
か
見
え
な

い
よ
う
な

状
態

を
作

り
だ

す
。言

葉

が
本
来
有
す

る
機
能

が
使
わ

れ
な

く
な

り
、
言
葉
間

の

つ
な
が

り
が

見
え
な

く
な

る
と
、
対
物
性

の
強

い
言
葉

が
詩

の
中

で
高

い
位
置

を
し
め
る

こ
と
に
な

る
。
近
現
代

の
詩

(特

に
現
代

の
詩
)
は
対
物
的

な
詩

な

の
だ
。

そ

こ
は
、
孤
立
す

る
恐

ろ
し
げ
な
物
体
が

と
ぎ

れ
と
ぎ

れ
に
現
れ
る

世
界

と
な

る
。

そ
れ
ら
が

「虚
」
の
関
係

し
か
持

た
な

い
か
ら
だ
。

物
体

の
よ
う
な
言
葉

は
、
特
別
な
意
味

も
与
え
ら

れ
な

け
れ
ば
、
何

か
に
使

わ
れ
た
り
奉

仕
し

て
い
る
と
も
見
え
ず
、
上
下
、
主
従

の
力
関

係

を
押

し

つ
け
ら
れ
た
り
も
し
な

い
。
こ
こ
ろ

の
動

き
や
気

持
ち
、
要

す
る
に

「や
わ
な
も

の
」
を
表

し
て

い
る
と
見
な
さ
れ

る
こ
と

も
な

い
。

詩

の
言
葉
が
炸
裂
す

れ
ば
、
何
物

に
も
拘
束
さ

れ
な

い
物
体
が

そ

こ
に

現
れ
る
。

そ

の
世
界

の
風
景

は
垂
直

の
力

の
連
な

り
と
な

り
、
物
体

の
よ
う
な

言
葉

は
そ
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
可
能
な
意
味

に
身

を
膨
ら
ま
せ
突
如

立

ち
上

が
る
。

満

た
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
そ
れ
故
恐
ろ
し
く
見
え
る
作
品
世
界

に
、

言
葉

は
標
柱

の
ご

と
く
た
だ
立

っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
物
体

の
よ
う
な
言
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葉

は
言
葉
問

の
結
び
付
き
が
な
く
、
炸
裂

し
た
時

の
荒

々
し
い
カ
を
ま

と

っ
て

い
る
。

そ

の
純
粋
に
機
械

の
よ
う
な

(人
間
性

の
感

じ
ら
れ
な

い
)
振
動

は
、
後

に
続

く
言
葉
に
見
た

こ
と

の
な

い
触

れ
方

を
す

る

の

だ
が
、
す
ぐ
さ
ま
消
え

て
し
ま
う
。

こ
れ
ら

の
詩

の
言
葉
は
人
間
を
締
め
出
す
。
現
代

に
は
人
間
的
な
詩

な
ど
な

い
。

こ
の
屹
立
す

る
言
葉

は
テ

ロ
に
満
ち
た
言
葉
だ
。

つ
ま
り
、

人
間

を
他

の
人
間
と
繋
ぐ

の
で
は
な

く
、

「天
、
地
獄
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

聖
な

る
物
、

子
ど
も
、

狂
気
、
純
粋
物
質
」
な

ど
、
自
然

な
世
界

で
は

も

つ
と
も
社
会

的
人
間
か
ら
遠

い
イ

メ
ー
ジ
と
繋
ぐ

の
だ
。

そ

の
よ
う
な
時
、
詩

の

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
に

つ
い
て
語
る

の
は
難

し

い
。
そ

こ
に
あ

る

の
は
、
勝
手

に
働
く
力
が
人
倫

の
及
ぶ
世
界
を
す

べ

て
破
壊
す

る
よ
う
な
言
語
だ

か
ら
だ
。

口
か
ら
言
葉
を

発
す

れ
ば

、
自

然
な
世
界
を
変
え

る

こ
と
に
な
る
。

言
葉
が
物
を
作
り
出
す

の
だ
。
そ
ん
な
も

の
は
人
間
意
識

の
通
常

の
姿

勢

で
は
な

い
。

強
制
執
行

の
よ
う
な
も

の
だ
。

少
な
く
と
も
近
現
代

(特

に
現
代
)
の
詩

人

の
言
語

は
そ

の
よ
う
な
も

の
で
あ
り
、
彼
ら

は
思

っ
た
ま
ま
に
突

き
進

み
、
詩
作
を
心

の
活
動

で

も
心

の
状
態

で
も
心

の
構
え
方

で
も
な
く
、
壮
大

で
斬
新
な
言
語

の
夢

と

し
て
受
け
と
め

て
い
る
。

そ

の
よ
う
な
詩

人
た
ち
に
と

っ
て
、
詩

の
感
情

に

つ
い
て
と
同
様
、

詩

の

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
に

つ
い
て
語
る

こ
と
に
も
意
味

は
な

い
。

現
代

の
詩
、
そ

の
絶

対
的
な
あ

り
方

は
、
例
え
ば

シ
ャ
ー

ル
の
よ
う

な
詩

人
に
見
ら

れ
る
が
、
あ

の
と
り
と
め

の
な

い
調
子
、
あ

の
得
難

い

オ
ー
ラ

の
向

こ
う

に
あ
る
。
そ

の
よ
う
な
も

の
こ
そ
が

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
な

の
だ

が
、

ふ

つ
う
詩

の
感
覚

と
呼
ば

れ
る
。

古
典
的
な
詩

と
そ

の
亜
流

に

つ
い
て
、
あ

る

い
は
ま
た

『
地

の
糧
』

の
味

わ

い
に
あ
る
詩
的
散

文
に

つ
い
て
、
詩

の

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
を
論

じ
る

こ
と
に
反
対
は
し
な

い
。

『
地

の
糧
』
で
は
、

「詩
」
が
間
違

い
な

く
言

語

の
精
神

原
理
と
な

っ
て

い
る
。
ど
ち
ら

の
場
合
も
、

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
が
文
体

を
吸

収
し
て

い
る
。

へ

十

七

世
紀

の
人
間

に

と

つ
て
、
ラ

シ
ー

ヌ
と

.フ
ラ

ド

ン

の
間

に
、
す

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

ぐ
区
別
で
き
る
違

い
を
、
特

に
詩

の
性
質

に
関

わ
る
違

い
を
は

っ
き
り

さ

せ
る

こ
と
は
容
易

で
は
な

か

っ
た
だ
ろ
う

と
想
像

で
き
る
。

そ
れ
は
、
現
代

の
読
者

に
と

っ
て
、

ハ
ッ
キ
リ
は
し
な

い
が
外
観
が

似

た
同
じ
詩

の

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
を
用

い
る
現
代

の
詩
人
を
判

別
す
る

の
が
容
易

で
な

い
の
と
ま

っ
た
く
同

じ
だ
。
詩
人
た
ち
に
と

っ
て
、
「詩

」

と
は
気
候

風
土

の
よ
う
な

も

の
、
つ
ま
り
本
質
的

に
言

語

の
慣
習

の
ひ

と

つ
だ

か
ら
だ
。

だ

が
、
詩

の
言
語
が
、
言
葉

の
内
容

に
頼
ら
ず
、
ま
た
イ
デ

オ

ロ
ギ

ー

の
取

り
次
ぎ

を
す

る
だ

け
に
留

ま
ら
ず
、
言
葉

の
構
造

が
も

つ
効
果

の
み
に
よ

っ
て

「詩

の
性
質
」
を
根
本

か
ら
問

い
な

お
す
時
、
も
う

エ
ク

リ
チ

ュ
ー

ル
は
な

く
、
文
体

の
み
が
残
る
。
文
体

を
通
し

て
人
間
は
完

全

に
見
方
を
変
え
、
歴
史
や
社
会
性

の
イ
メ
ー
ジ
を

い

っ
さ

い
使
わ
ず
、

物
的

な
世
界

に
向
か
う

こ
と
に
な

る
。
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ブ

ル
ジ

ョ
ア

・
エ
ク
リ

チ

ュ
ー

ル
の
勝

利
と
破
綻

前
古
典
文
学
に
は

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
が

一
見

い
く

つ
も
あ
る
よ
う
に

見
え
る
。
だ
が
、

「芸
術

」
で
は
な
く
、

「構
造
」
と

い
う
観
点
か
ら

こ
れ
ら

の
言
語

の
問
題
を
と
ら
え
れ
ば
、
こ
の
多

様
性

は
ず

つ
と
小
さ

く
見
え

る
。

美
学
的

に
は
、
十
六
世
紀
と
十
七
世
紀

の
始
め
に
文
学

で
使
わ
れ

る

言
葉

は
か
な
り
自
由
な
増
殖
を
見

せ
て
い
る
。
人

は
ま
だ
、
人
間

の
本

質
を
ど
う
表
す

か
で
は
な
く
、
ど
う
や

っ
て
自
然
な
世
界
を
知

る
こ
と

が

で
き

る
か
に

一
生
懸
命
だ

っ
た

か
ら

で
あ

る
。

そ

の
た
め
、
典
型
と
な

る
時
期

し
か
あ
げ
な

い
が
、
ラ
ブ

レ
ー

の
百

科
全
書
的
な

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
も

コ
ル
ネ

イ

ユ
の
仰

々
し

い

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
も
使
わ
れ

て
い
る
言
葉
と

し
て
は
変
わ
ら
な

い
。
そ
こ
で
は
装

飾
が
ま
だ
儀
礼
的

に
な

っ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
自
体

で
世
界
全
体

に
向
け

ら

れ
た
探
求
方
法
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
が

こ

の
前
古
典

エ
ク
リ
チ

ュ

ー

ル
を

ニ

ュ
ア

ン
ス
あ
ふ

れ
た
も

の
に
見

せ
、
自
由
を
謳
歌

し
て

い
る

と
感

じ
さ

せ
る
。

現
代

の
読
者

の
目
に
は
多

様
と

い
う
印
象

が
強
く
な
る
。
言
語
が
ま

だ
不
安
定
な
構
造
を
試

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

し
、
統
辞
法

の
基
本

ル
ー

ル
、
ま
た
語
彙

の
増
や

し
方

の
ル
ー

ル
を
決
定

し
て
い
な

い
た
め

だ
。

「言
語
」
と

「
エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
」
の
区
別
に
も
う

一
度
言
及
す
れ

ば
、

一
六
五
〇
年
ご

ろ
ま
で

フ
ラ

ン
ス
文
学

は
そ

の
基
盤

で
あ

る

フ
ラ

ン
ス
語
が
ま
だ

一
つ
の
言
語

(ラ
ン
グ
)
と
し
て
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、

そ
れ
ゆ
え

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
を
ま
だ
知
ら
な
か

っ
た
と
言
え

る
。
実

際
、

言
語

(ラ

ン
グ
)
が
そ

の
構
造
自
体
を
確
立

し
て
い
な

い
限
り
、
言
語

の
使

い
方

の
規
範

は
決

ま
ら
な

い
。

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
が
現
れ
る

の
は
、
言
語

(ラ

ン
グ
)
が
国
語

と
し
て

定

め
ら

れ
、
こ
れ
と
違

う

こ
と
を

マ
イ
ナ

ス
と
価

値
づ
け
る
ネ

ガ
基
準

と
な

っ
た
と
き
、

つ
ま
り
、
禁

じ
ら
れ
て

い
る

こ
と
と
許
さ

れ
る

こ
と

を
分

け
る
地
平
と
な

り
、
も
う

そ

の
禁

止

の
由
来

も
根

拠
も
問

わ
れ
な

く
な

っ
た
時

だ
。

古
典

文
法

を
確
立

し
た
学
者

た
ち

は
言

語

(ラ

ン
グ
)
に

つ
い
て
普

遍
性

の
感

じ
ら
れ
る
理
由

を
作

り
だ

し
て
、
フ
ラ

ン
ス
人
を
言

語
上

の

問
題
か
ら
解

き
放
ち
、

こ
の
純

化
さ

れ
た
言
語

(ラ

ン
グ
)
が

エ
ク
リ

チ

ュ
ー

ル
に
な

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
歴
史

状
況

の
力
を
使

っ
て
た
だ
ち

に
普

遍
的
な

も

の
だ

と
示
せ
る
言
語

の
価
値

基
準
と
な

っ
た

の
だ
。

古
典
期

の
ド
グ

マ
の
内
部

に
は
さ
ま
ざ
ま
な

「ジ

ャ
ン
ル
」
が
あ
り
、

文
体

に
変
動
が
あ

る
が
、
そ
れ

は
美

学
に
お

い
て
で
あ
り
、
構
造

に
お

い
て
で
は
な

い
。
ど
ち
ら
に
も
幻
惑
さ
れ
ず
、
正
し
く

見
な
く

て
は

い

け
な

い
。

ブ

ル
ジ

ョ
ア

の
イ
デ

オ

ロ
ギ

ー
が
勝
利

し
、
支
配

し
て

い
た
あ

い
だ

ず

っ
と
、
フ
ラ

ン
ス
の
社
会

は
道
具

で
も
装
飾

で
も
あ

る
単

一
の

エ
ク

リ
チ

ュ
ー

ル
を
使

っ
て

い
た
。
エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
が
道

具
と
な

る
と

い
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う

の
は
、
フ
オ
ル
ム
は
実
質
内
容

の
た
め
に
使
わ
れ

る
と
考
え
ら
れ

て

い
た

か
ら
だ
。
代
数
式

が
実
際

の
計
算

の
た

め
に
あ
る

の
と
同
じ
だ
。

装
飾
と
な

る
と

い
う

の
は
、
こ
の
道

具
が
恥

じ
る
こ
と
な
く

「伝
統
」

か
ら
借
用

し
た
、
そ

の
機
能

に
と

っ
て
は
無
関
係

の
、
必
要

で
も
な

い

も

の
に
飾
ら
れ

て
い
た

か
ら

で
あ

る
。

つ
ま
り
、
こ

の
ブ

ル
ジ

ョ
ア
・
エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
は
作

風
も
違
う
様

々

な
作
家

が
用

い
た

の
だ
が
、
そ
れ
を
引
き
継

い
で
使
う

こ
と

に
何
ら
嫌

悪
感
を
抱

か
れ
な

か

っ
た
。
何

も
考
え
ず
、
安
心

し
て
使
え

る
装
飾

に

す
ぎ
な
か

っ
た
か
ら
だ
。

お
そ
ら
く
古
典
期

の
文
人
た
ち
も

フ
ォ
ル
ム
に
は
問
題

の
種
が
あ
る

こ
と
を
知

っ
て
い
た
。
だ

が
、

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
の
多

様
性
や
意

味

に

つ
い
て
、
ま

し
て
言
語

の
構
造

に

つ
い
て
議
論
す
る

こ
と

は
ま

っ
た
く

な

か

っ
た
。

た
だ
修
辞
学
だ
け
が
、
す
な
わ
ち
説
得
す

る
と

い
う
目
的

に
合

わ
せ

て
考
え
ら
れ

る
言
葉

の
領
域
だ
け
が
問
題
だ

っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
修

辞
的
な
表
現
が
複
数

あ
る

こ
と

は
ブ

ル
ジ

ョ
ア

の

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
が

一
つ
し
か
な

い
こ
と

に
対
応

し
て
い
る
。

裏
返

し
て
言
え
ば
、
修
辞
学
を
論

じ
た
も

の
が
十
九
世
紀
半
ば

に
関

心
を
も
た
れ
な
く
な

っ
た
時
、
古
典

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
は
普
遍
的

で
は

な
く
な
り
、
近
代

の

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
が
誕
生

し
た

の
だ
。

こ
の
古
典

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
は
明
ら

か
に
上
流
階

級

の

エ
ク
リ
チ

ュ

ー

ル
で
あ

る
。
ブ

ル
ジ

ョ
ア

の

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
は
、
十
七
世
紀
、
権

力

の
ご

く
近
く
に

い
た
集

団

の
中

で
生

ま
れ
、
教
条
的
な
断
定

に
よ

つ

て
形
成
さ

れ
た
。

つ
ま

り
、
庶

民

の
自
然
な
主
体
的
意

識
が
工
夫

を

こ

ら
し
た
文
法

の
使

い
方

は
す

べ
て
瞬

く
間
に
排
除
さ

れ
、
代
わ
り
に
上

か
ら
規
定

し
、
制
限
す

る
だ

け
で
打
ち
立

て
ら

れ
た
。
こ
れ

は
、
政
治

的
勝

利

の
初

期
に
よ
く
あ
る

こ
と
だ
が
、
大
多

数

の
者
を
意
地
悪
く
見

下
す
、
少
数

の
特
権

を
持

っ
た
階
級

の
言
語
と
し

て
ま
ず
生
ま
れ
た

の

だ
。一

六
四
七
年

に
ヴ

オ
ー
ジ

ュ
ラ
は
、
古
典

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
を
法

の

よ
う
な
も

の
と
し
て
で
は
な
く
実
際

に
使
わ
れ

て
い
る
も

の
と

し
て
推

奨

し

て
い
る
。
明
晰
な
言
葉
遣

い
は
ま
だ
宮

廷

の
用
法

で
し
か
な

い
。

と

こ
ろ
が
、

一
六
六
〇
年

に
な

る
と
、
た
と
え
ば
ポ

ー

ル

・
ロ
ワ
イ

ヤ

ル
文
法
に
お

い
て
、
古
典
言

語
は
普

遍
性
と

い
う
特
徴
を

ま
と

い
、

明
晰
さ

が
価
値

と
し
て
確
立
さ

れ
る
。

し
か
し
実
際

は
、
明
晰
さ
と

は
純
粋

に
修

辞
的
な
性
質

で
あ
り
、
い

つ
で
も
ど

こ
で
も
そ
う
な

る
、
言
語

の

一
般
的
な
性
質

に
な

り
え

る
も

の
で
は
な

い
。
こ
れ
は
あ
る
使

わ
れ
た
言
葉

の
観
念
的
な
付

け
足
し
に

す
ぎ
ず
、
説
得

と

い
う

つ
ね
に
存
在
す

る
意

図
に
従

属
す
る
も

の
で
あ

る
。王

政
時
代

の
前
ブ

ル
ジ

ョ
ア
ジ
ー
と

フ
ラ

ン
ス
革
命
後

の
ブ

ル
ジ

ョ

ア
ジ
ー
が
同
じ

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
を
用

い
る

こ
と
で
人
間

の
本
質

を
見

つ
め
る
神
話
学

を
発

展
さ

せ
た
た
め
、
単

一
で
普
遍
的
な
古
典

エ
ク
リ

チ

ュ
ー

ル
は
、
同
じ
も

の
を
持
続
さ

せ
る
た
め
に
不
安
定
な

も

の
を
す
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ヘ

へ

べ
て
捨

て
去

っ
た
。
持
続
す

る
も

の
と

は
ど

の
部
分
も
選
択
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
言
語

の
可
能
な
選
択
肢

は
徹
底
的

に
切
り
捨

て
ら
れ

て
い

た
。つ

ま
り
、
政
治
的
権
威
、

「神
」

の
名

に
よ
る
教
条
主
義
、
そ

し
て

古
典
言
語

の
単

一
性

は
、
ひ
と

つ
の
同
じ
歴
史

の
動
き
が
見

せ
る
三

つ

の
顔
な

の
だ
。

し
た
が

っ
て
、

フ
ラ

ン
ス
革
命

で
ブ

ル
ジ

ョ
ア

・
エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル

が
何
も
変
わ
ら
な
か

っ
た

こ
と
、
フ

ェ
ヌ

ロ
ン
と

メ
リ

メ
の

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
の
問
に
ご
く
わ
ず
か
な
違

い
し
か
な

い
こ
と
は
驚
く

に
あ
た
ら

な

い
。

ブ

ル
ジ

ョ
ア
の
イ
デ

オ

ロ
ギ
ー

は
、
亀
裂
が
生

じ
る
こ
と
も
な
く

一

八

四
八
年

ま
で
、
革
命

中
も
ま

っ
た
く
揺
ら
ぐ

こ
と
な

く
持
続

し
た
。

革
命

に
よ

っ
て
ブ

ル
ジ

ョ
ア
ジ
ー

は
政
治
的
、
社
会
的
な
権
力
を
手

に

入
れ
た
が
、
知
的
権
力

は
手
に
入
れ
な

か

っ
た
。
そ
ん
な
も

の
は
ず

っ

と
前

か
ら
保
持

し
て
い
た
。

ラ
ク

ロ
か
ら

ス
タ

ン
ダ

ー

ル
ま

で
、
ブ

ル
ジ

ョ
ア

・
エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
は
ド
タ
バ
タ

し
た
短

い
ヴ

ァ
カ

ン
ス
を
越
え

て
立
ち
直
り
、
そ

の
ま

ま
続
き
さ
え
す
れ
ば
よ
か

っ
た

の
だ
。

そ

し
て
、
ロ

マ
ン
主
義
革
命

は
名
目
上
形
式
的
な
も

の
を
擁
乱
す

る

姿
勢
を
と

っ
た
が
、
ブ

ル
ジ

ョ
ア
ジ
ー

の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー

に
よ

っ
て
作

ら
れ
た

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
は
慎
重

に
保
持

し
た
。

複

数

の
ジ

ャ
ン
ル
、
ま
た
複

数

の
言
葉

を
混
ぜ
合
わ
せ
る

こ
と
に
よ

っ
て
少
し
ば

か
り
譲
歩

は
し
た
が
、
そ
う
す

る

こ
と
で
道
具
性

と

い
う

古
典

言
語

の
本
質

を
保
持
す

る

こ
と
が
で
き
た
。

た
し
か
に

「存
在

感
」
を
徐

々
に
ま
し
て
ゆ
く
道
具

で
は
あ

っ
た
が

(と
り
わ

け

シ
ャ
ト
ー
ブ

リ
ア

ン
の
場
合
)
、
結

局
は
高

い
精
神
性
な
ど

な

く
用

い
ら

れ
、
現
実

の
世
界

か
ら
隔
絶

し
た
言
葉

の
あ
り
方
な

ど
ま

っ
た
く
知
ら
な

い
道
具
だ

っ
た
。

た
だ

ユ
ゴ

ー
だ

け
が
、
自

分

の
生

活
行
動
、
活
動

エ
リ

ア
と

い
う
身

体
感
覚

の
領
域

か
ら
、
言
葉

の
固
有

の
主

題
を
引
き
出
し

て
い
た
。
伝

統
的

な
視
点

か
ら

で
は
読

め
ず
、
自
身

の
生

活

の
す
さ

ま
じ

い
裏

面
を

参
照

し
な
け
れ
ば

理
解

で
き
な

い
主

題
で
あ
る
。
ユ
ゴ
ー
だ

け
が
そ

の

重

い
文
体

で
古
典

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
に
圧
力
を
か
け
、
爆
発
間
際

ま

で

持

っ
て
い
く

こ
と
が

で
き
た
。

そ
れ
ゆ
え
、

ユ
ゴ
ー
を
軽
視
す
れ
ば
、
ど
う

し
て
も
ず

っ
と
続

い
て

き
た

フ
ォ
ル
ム

の
神
話

を
支
持
す

る

こ
と
に
な

る
。
そ

の
神
話

に
守
ら

れ
、
華
麗
な

る
ブ

ル
ジ

ョ
ア
ジ

ー

の
証
人
で
あ

る
十
八
世
紀

の

エ
ク
リ

チ

ュ
ー

ル
が
今
も
良
質

の
フ
ラ

ン
ス
語

の
規
範

で
あ

り
続

け
て

い
る
。

こ
の
し

つ
か
り
と
閉
ざ
さ

れ
た
言

語
は
、
神
聖
な

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル

と
し
て
文
学

の
神
話

の
厚

い
膜

に
よ

っ
て
社
会

か
ら
切

り
離
さ
れ
て

い

る

の
だ
が
、
厳

正
な
規
則
を
好

ん
で
、
あ
る

い
は
、
自

分

で
は
何

も
作

ら
ず
、
人

の
作

っ
た
も

の
を
た
だ
楽

し
む
た
め

に
、
実

に
さ

ま
ざ

ま
な

作
家

が

一
様

に
取
り
入
れ

て
い
る
。
こ
の
威
厳
あ

る
神
秘

の
幕
屋
、
そ

れ
が

「
フ
ラ

ン
ス
文
学

」
だ
。
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と

こ
ろ

で
、

一
八
五
〇
年
代
半
ば

に
、
歴
史
上
新

し

い
大

き
な

「出

来
事
」
が
三

つ
固
ま

っ
て
起
き
る
。

ま
ず
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ

の
人

口
が
急
増

し
た
。
そ
し
て
、
製
鉄
業
が
繊

維
産
業

に
と

つ
て
か
わ

っ
た
。
こ
れ
は
近
代
資
本
主
義

の
誕
生
を
意
味

す

る
。

フ
ラ

ン
ス
社
会

が
三

つ
の
敵
対
す

る
階

級
に
分
離
す

る

(一。・
ら
。・

年

の
六
月
蜂
起

で
は

っ
き
り
し
た
)
。

こ
れ

は
自
由
主
義

の
幻
想

の
決

定
的
な
崩
壊
を
意
味
す
る
。

こ
れ
ら
が
重
な
り
、
ブ

ル
ジ

ョ
ア
ジ
ー

は
新
た
な
歴
史
的
状
況

に
陥

る
。
そ
れ
ま
で
ブ

ル
ジ

ョ
ア
ジ

ー

の
イ
デ

オ

ロ
ギ

ー
は
、
普
遍
的
な
も

の
に
は
ど
れ
程

の
カ
が
あ

る
か
、
自
ら
実
例
を
社
会

に
浴
れ
さ

せ
る
こ

と

で
他
と
争
う

こ
と
も
な
く
示

し
て
い
た
。

ブ

ル
ジ

ョ
ア
ジ

ー
に
属
す

る
作
家

だ
け
が
ほ
か
の
人
間
た
ち

の
不
幸

に

つ
い
て
判
断
す
る
。
自
分
を
見

る
他
者
が
前
に

い
な

い
た
め
、
自
分

の
社
会

的
な
身

分
、
条

件
と
知
識
人

の
使
命

と

の
あ

い
だ

で
引
き
裂

か

れ

る
こ
と
も
な
か

っ
た
。

だ
が
、
以
後

は
、
そ

の
同
じ
イ
デ

オ

ロ
ギ
ー
が
、
ほ
か
に
も
存
在

し

う

る
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
と
同
列
と

し
か
見
え
な
く
な

る
。
普
遍
的
と

は
言

え
な
く
な

り
、
ブ

ル
ジ

ョ
ア

・
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー

は
自

己
批
判
す

る
こ
と

で
し
か
乗

り
越
え
ら
れ
な
く
な

る
。
作
家

の
意
識

は
も

は
や
自
分

の
置

か
れ
た
状
況
を
正
確

に
と
ら
え

る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
、
作
家

は
曖

昧
な

こ
と

し
か
言
え
な
く
な

る
。

こ
う

し
て

「文
学
」

の
悲
劇

は
生

ま
れ
る
。
そ

の
と
き
、

エ
ク
リ
チ

ユ
ー

ル
は
多
様

化
し
は
じ
め
る

の
だ
。

そ
れ
以
降
、
技
巧
を
凝
ら

し
た
難
解
な
も

の
に
せ
よ
、
大
衆

に
受

け

入
れ
ら
れ
や
す

い
平
易
な

も

の
、
偏
り

の
な

い
も

の
、
あ
る

い
は
話
さ

れ

て
い
る
そ

の
ま
ま

の
も

の
に
せ
よ
、
そ
れ
ぞ
れ

の

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル

が
、
作
家
が
自
分

の
ブ

ル
ジ

ョ
ア
と

い
う
身

分
を
受
け
と
め

る
か
、
そ

れ
と
も
嫌
悪

す
る
か
を
し
め
す
最
初

の
行
為

に
な
ろ
う
と
す

る
。

そ
れ
ぞ
れ

の

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
が
、

「文
学
」
な
き
作
家

と

い
う
現

代

の

「言
葉

の
形
相
」
の
、
あ

の
オ

ル
フ

ェ
ウ

ス
的
問
題
に
答
え
る
試

み
と
な
る
。

こ
の

一
〇
〇
年

と

い
う

も

の
、

フ

ロ
ベ
ー

ル
、

マ
ラ

ル
メ
、
ラ

ン
ボ

ー
、
ゴ

ン
ク
ー

ル
兄
弟

、
シ

ュ
ー

ル
レ
ア
リ

ス
ト
た
ち
、
ク
ノ
ー
、
サ

ル
ト

ル
、
ブ
ラ

ン
シ

ョ
、
カ
ミ

ュ
と

い

っ
た
作
家

が
文
学

言
語
を
組

み

合

わ
せ
る
、
あ

る
い
は
爆
発
さ

せ
る
、
あ
る

い
は
外
か
ら
持

っ
て
き
た

も

の
を
移
植

す
る
と

い
う
道

を

い
く
ら
か
描

い
て
き
た
し
、
そ
れ
は
今

も
な
お
続

い
て
い
る
。

だ

が
、
そ

こ
で
賭

け
ら
れ

て
い
る
の
は
、
表

現

フ
オ
ル
ム
に
お
け
る

こ
れ

こ
れ

の
冒
険
、
修
辞
的

工
夫

の
こ
れ

こ
れ

の
効
果
、
語
彙

選
び

の

こ
れ

こ
れ

の
大

胆
さ

と

い
う

よ
う
な

も

の
で
は
な

い
。

作
家
が
言
葉

の
複
合
体
を
描

く
た
び
、
そ
こ
で
問
わ
れ

る

の
は
、
「文

学
」
と

い
う
存
在

そ

の
も

の
だ
。
近
現
代

が
そ

の

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
の

多
様

性

の
な

か
に
読

み
と
ら

せ
よ
う

と
し

て
い
る
も

の
、
そ
れ
は
み
ず

か
ら

の
歴
史

の
行

き
詰

ま
り
な

の
だ
。
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文
体
の
匠

「か
た
ち

で
あ

る
言
葉
を
整

え

る
の
は
手
間
が
か
か
る
。
」
ヴ

ア
レ

リ
ー

は
、

コ
レ
ー
ジ

ユ
・
ド

・
フ
ラ

ン
ス
で
行

っ
た
講
義
を
な
ぜ
出
版

し
な

い

の
か
と
尋
ね
ら
れ

る
と

こ
う
答
え

て
い
た
。

し
か

し
、
内
容
と
な

る
考
え
さ
え
あ
れ
ば
、
形
と
な

る
言
葉

に
手
間

な
ど

ほ
と
ん
ど
か
け
な

い
時
代
が
あ

っ
た
。
ブ

ル
ジ

ョ
ア
の

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
が
幅
を
利

か
せ
て
い
た
時
代
だ
。

そ
ん
な
時
代
、
た

し
か
に
言
葉

の
無
駄
を
省

い
た
り

(節
約
)
、
き

れ

い
な
言
葉

(美

言
)

を
使
お
う
と

し
て
は

い
た
が
、

作
家

文
人

は
、

新

し
さ
を
求
め
た
り

は
ま

っ
た
く

せ
ず
、
す

で
に
で
き
あ

が
り
、
そ

の

機
械
的
な
使

い
方

が
そ

っ
く
り
伝

わ

っ
て
き

て
い
る
道

旦
ハの
よ
う
な
言

葉
を
使
う
た
め
、
言

い
表

し
方
に
手
間
な
ど
か
か
ら
な
か

っ
た
。

言
葉
と

い
う

「か
た
ち
」
は
個

人
が
所
有
す
る
よ
う
な
も

の
で
は
な

か

っ
た
。
古
典
時
代

の
言
語
が

「ど

こ
で
も
同

じ
」
だ

っ
た

の
は
、
言

語

は
共
有

の
財
産

で
、
他
と
違
う
と

い
う
刻
印
を
押
さ
れ

る
の
は

「考

え
」
と

い
う
内
容
だ
け
だ

っ
た
か
ら
だ
。

こ
ん
な
時
代

は
ず

っ
と
、
言

葉

は
多

く

の
人
に
使
わ
れ

る
こ
と

で
評
価
さ

れ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

さ

て
、
す

で
に
見
た
よ
う
に
、

一
八
五
〇
年
ご
ろ

「文
学

に
携
わ

る

者
」
は
そ

の
存
在

が
正
当
な

も

の
か
ど
う

か
問
わ

れ
始

め
る
。
文
学

の

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
の
使

い
手
は
自
身

に
罪
が
な

い
こ
と
を
証

明
し
よ
う

と
す

る
。
そ

の
よ
う
な
も

の
を
使

っ
て
い
る
こ
と

に
疑

い

の
目
が
向
け

ら
れ
始

め
た
た
め
、
伝
わ

っ
て
来
た
も

の
に

つ
い
て
継
承
者
と

し
て
大

き
な
責
任
が
あ
る
と
考

え
る
文
人
階

級
は
だ
れ
も
が
、
多

く

の
人
間
に

使
わ
れ
る

こ
と
に
よ

っ
て
で
は
な
く
、
そ
れ
を
使
う
仕
事

に
よ

っ
て
評

価
し

て
も
ら
お
う
と
す
る
。

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
は
、
そ
れ
が
何

に
使
わ

れ
る
か
に
よ

つ
て
で
は
な

く
、

そ
れ
に
要
し
た
苦
労

に
よ

っ
て
救

わ
れ
る
こ
と
に
な

る
。

こ
う

し

て
作
家

11
匠
と

い
う

イ
メ
ー
ジ

操
作
が
錬
ら
れ

は
じ
め
る
。

外

に
出
な

い
で
作
業
す

る
職

人

の
よ
う

に
、
の
ち
に
伝
説

と
な
る
場
所

に
閉

じ
こ
も
り
、
粗
割
り
を

し
て
か
ら
サ
イ
ズ
を
整

え
、
磨

き
を
入
れ

て
か
ら
、
組

み
上
げ

を
す

る
。
ま
さ

に
宝
飾
細

工
師
が

一
人
で

コ
ツ

コ

ツ
長

い
時

間
を
作
業

に
費
や

し
、
原
石
か
ら
芸
術

を
引

き
出
す

よ
う

に

だ
。ゴ

ー
チ

エ
(
「文
芸
」

の
非

の
打
ち
所

の
な

い
巨
匠
)
、

フ

ロ
ベ
ー

ル

(ク

ロ
ワ

ッ
セ

で
文
章
を
調
整
す

る
)
、
ヴ

ア
レ
リ
ー

(夜
明

け
前

か
ら

寝
室

で
)
、
あ
る

い
は
ジ

ッ
ド

(作
業

台
に
向
か
う
よ
う
に
机

の
前

に
立

っ
た
ま
ま
)
の
よ
う
な
文

人
た
ち

は
、

「
フ
ラ

ン

ス
文
芸
組
合
」

の
よ

う
な

も

の
を
構
成

し
て

い
る
。
そ

こ
で
は
、

「言
葉

を
磨

く
」
が
組
合

の
旗
印

・
合

い
言
葉

で
あ
り
、
実
際

の
活
動
内
容

と
な

っ
て

い
る
。

こ
の
労
苦

の
評
価

は
、

い
く
ら

か
才
能

の
評
価

の
代
わ

り
も
す

る
。

み
ん
な

い

つ
し

ょ
う
け
ん
め

い
時
間

を
か
け

て
形
と
な

る
言
葉

を
作

り

上
げ

る

の
だ
と
言

っ
て
ち

ょ

つ
と
気
取

る

の
だ
。

と
き
に
は
、
簡
略
を

よ
し
と
す

る

ス
タ
イ

ル
が
生

ま
れ
る

こ
と
も
あ
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る

(素
材

に
手
を
加
え

る
と

は
、

一
般
的

に
そ
れ
か
ら
余

計
な
も

の
を

引
く

こ
と
だ
)
。

こ
れ
は
た
と
え
ば

コ
ル
ネ

イ

ユ
の
よ
う
な
、
バ

ロ
ッ

ク

の
大
仰
な

ス
タ
イ

ル
の
対
極

に
あ
る
。

後
者

の
バ

ロ
ッ
ク
ス
タ
イ

ル
は

「自
然
」
の
中
に
あ
る
も

の
を
知

っ

た

こ
と
を
表
わ
し
、
そ
れ
は
使
え

る
言
葉

の
増
大
を
も
た
ら
す

の
だ
が
、

前
者

の
簡
略

ス
タ
イ

ル
は
貴

族
的

(
つ
ま

り
選
ば

れ
た
少
数

の
者
だ
け

の
)
文
体
を
生

み
出
そ
う
と

し
て
、
歴
史
的
な
危
機

が
生
じ
る
条
件
を

用
意
す
る
。
そ

の
危
機

は
、
目
ざ

さ
れ

て
い
る
美
が
、
時

代

に
合

わ
な

く
な

っ
た

言
語

の
使

用
を
正
当
化

で
き
な
く
な

っ
た
と
き
に
始
ま

る
。

つ
ま
り
、
作
家

の
社
会
的
使
命
と
、

「伝
統
」
が
作
家

に
伝
え
た
道
具

の
よ
う
な
言
葉
と

の
明
ら

か
な
乖
離
を

「歴
史
」
が
も
た
ら

し
た
と
き

で
あ

る
。

誰
よ
り
も
几
帳

面
な

フ

ロ
ベ
ー

ル
だ

っ
た
か
ら
あ

の
工
芸
的
な

エ
ク

リ
チ

ュ
ー

ル
を
確
立

し
た

の
だ
。
彼

以
前
、
ブ

ル
ジ

ョ
ア
作
家

が
書
く

の
は
、
絵

に
な

る
も

の
、
あ

る

い
は
見
知
ら
ぬ
異
国

の
も

の
の
域
を
出

な

か

っ
た
。
ブ

ル
ジ

ョ
ア
の
考
え
方

は
あ
ら

ゆ
る
も

の
を
測

る
尺
度
と

な

っ
て
い
た
。
し
か
し
、
純
粋
な

人
間
と

し
て
あ
ろ
う
と
望

み
な
が
ら
、

ブ

ル
ジ

ョ
ア
を
見

て
も
自
分
た
ち
に
は
そ
の
価
値
が
測

れ
な

い
と
考

え
、

ノ
ホ
ホ
ン
と

し
て
い
ら
れ
た
。

フ

ロ
ベ
ー

ル
に
と

っ
て
、
ブ

ル
ジ

ョ
ア
階
級

の

一
員

で
あ

る
こ
と

は

作
家

で
あ

る
自
分

の
身

に

つ
い
て
離
れ
な

い
不
治

の
病

で
あ
り
、
そ
れ

は
口
を
背
け
ず

に
受
け

入
れ
る

こ
と
で
し
か
扱

い
よ
う

の
な

い
も

の
だ

っ
た
。
こ
れ
は
悲
劇
的
状
況

に
あ
る
と
感

じ
た
人
間
に
固
有

の
態
度
だ
。

ブ

ル
ジ

ョ
ア
で
あ

る
こ
と
に
よ

っ
て
必
然
的
に
陥

る

こ
の
よ
う
な
状

況
は

フ
レ
デ

リ

ッ
ク

・
モ

ロ
ー
や

エ
ン

マ

・
ボ
ヴ

ァ
リ
ー
、
ブ
ヴ

ア
ー

ル
、
ペ

キ

ュ
シ

ェ
の
も

の
だ
が
、
そ
れ
を
真

正
面
で
受

け
と
め
る

の
で

あ
れ
ば
、
同
様

に

「法
」
を
備
え

る

こ
と
で
必
然

性
を
有
す

る
芸
術

を

求

め
る

こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
逆
説
的
だ

が
、
フ

ロ
ベ
ー

ル
は
、
(統
御

で
き
な

い
は
ず

の
)

感
情

を
統
御
す

る
技
術

を
含

む
、
規
範
と
な
る

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
を
生

み
出
し
た
。

一
方
、
の
ち
に
プ

ル
ー

ス
ト
が
や

る
よ
う

に
、
彼
は
出
来
事

が
実
際

に
起

き
る
順
序

に
ま

っ
た
く
従
う

こ
と
な

く
、
な
く

て
は
な
ら
な

い
出

来
事
や
行
為

を
繋

ぐ

こ
と
に
よ

っ
て
物

語
を
構
築
す

る
。

彼

は
動
詞

の
時
制

に

つ
い
て
そ
の
慣
習
的

な
使

い
方
を
変
え
た
り
は

し
な

い
。
そ
れ
自
体

が
作

り
物
だ
と
は

っ
き
り
知

ら
せ
る
よ
う
な
芸
術

ヘ

へ

を
手
本

に
、
動

詞
時
制

が

「文
学
」

の
存
在

を
示
す

記
号
と
し
て
働

く

よ
う

に
す
る

の
だ
。

彼

は
リ
ズ
ム
の
あ
る
文
章

を
磨

き
上
げ
、
魔
術
的
効
果

を
生
み
だ
す
。

そ

の
文
章

は
雄
弁
な
話

し
言
葉

と
は
だ

い
ぶ
違

い
、

「文
学
」
の
生
産

者

と
消
費
者

の
体
内
に
備

わ
る
、
純
粋
に
文
学
的
な
第
六
感
に
訴
え

る
。

そ
し
て
も
う

一
方

で
は
、
作
品
を
書
く
時

の
あ

の
決
ま
り
が
、

エ
ク

リ
チ

ュ
ー

ル
と

い
う
辛

い
仕
事

に
関

わ

っ
て
や

る

こ
と
、
あ

の
す

べ
て

が

い
わ
ば
英
知

を
成
立
さ

せ
て

い
る

の
で
あ

り
、
悲

し

い
状
況
、
率
直
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な
態
度

を
も
成
立
さ
せ

て
い
る
。
フ

ロ
ベ
ー

ル
の
芸
術

は
自
分

の
仮
面

を
指
さ

し
な
が
ら
前

に
進
む
も

の
だ

か
ら
だ
。

文
学
言
語

に
お
け
る
グ

レ
ゴ
リ
ウ

ス
ば
り

の
法
典

の
編
纂

は
、
作
家

と
彼
を
取
り
巻

く
世
界

の
状
況
と

の
調
停

を
目
指

し
て
は

い
な

か

っ
た

が
、
す
く
な
く
と
も
自

分

の
使

う
言
葉

の
責
任
を
作
家

に
負

わ
せ
、
「歴

史
」
が
作
家

に
ゆ
だ
ね

た

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
を

「芸

・
術
」
に
、
す
な

わ
ち
だ
れ

に
も
そ
れ
と
分

か
る
慣
習

に
、
ま
だ
雑
然
と

し
た
自
然
な
世

界

で
人
間
が
そ

の
状
況

に
馴
染
め
る
よ
う
な
公
正
な
契
約
に
す
る
こ
と

を

目
ざ

し
て
い
た
。

作
家

は
社
会
に
対

し
て
、
そ

の
規
範

の
中

に

い
る
す

べ
て

の
者

に
表

明
さ
れ
、

目
に
見
え

る
も

の
と
な

っ
た
芸
術
を

引
き
渡
す
。

す

る
と
、

そ
れ
と
引
き
か
え

に
社
会

は
作
家
を
受
け
入
れ

て
く
れ
る

の
だ
。

そ
ん
な
状
況
に
あ
る
ボ
ー
ド

レ
ー

ル
は
、
自
身

の
詩

の
賞

賛
を
受
け

る
散
文
性
を
、
文
章

フ

ェ
テ
ィ
シ

ス
ト

に
と

っ
て
神

の
よ
う
な
存
在

で

あ

る
ゴ
ー
チ

エ
に
比
べ
ら
れ
た

い
と
願

っ
て
い
た
。
言
葉

の
彫
琢

は
間

違

い
な
く
実
利
的
な
ブ

ル
ジ

ョ
ア
の
活
動

の
外

に
あ

る
も

の
だ
が
、
そ

こ
に
自
分
た
ち

の
理
想

で
は
な

い
が
、
自
分
た
ち

の
方
法
を
見

て
と

っ

た
社
会

は
見
慣
れ
た
仕
事

の

一
つ
と
数
え
、

そ
れ
を
統
御

し
た
。

「文
学
」
は
自
分

か
ら
敗
北

し
、
滅
び
る
わ
け
に

は
い
か
な
か

っ
た

た
め
、
敗
北

し
た
と
堂

々
と
認
め
、
文
学
作
品
を
生
産
さ

せ
ら
れ

る
虜

囚
と
な

っ
て
で
も
、
社
会

の
中

で

「い
い
仕
事
」
を
成

し
遂
げ

る
ほ
う

が

よ
か

っ
た

の
だ

ろ
う
。

し
た
が

っ
て
、
フ

ロ
ベ
ー

ル
の
よ
う

に

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
に

こ
だ
わ

る

こ
と
は
作
家

た
ち

に
と

っ
て
共
通

の
順

い
と
な

っ
て

い
る
。
迎
合
的

で
革
新
な
ど

ほ
と
ん
ど
求

め
な

い
作
家

た
ち

は
問
題
な
ど
何
も
感

じ
ず

そ

こ
に
連

れ
て
行

か
れ
、
も

っ
と
も
純
粋

で
革
新

を
求

め
る
作
家

た
ち

は
宿
命
的
な

状
況
を
再
認
識

す
る
た
め
そ

こ
に
立
ち

も
ど
る

の
だ
。
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エ
ク
リ

チ

ュ
ー

ル
と
革
命

文
体

の
匠
た
ち

は
,
サ
ブ

・
エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
を
生
み
だ

し
た
。
そ

れ

は
フ

ロ
ベ
ー

ル
の
流
れ
を
汲
む
も

の
だ
が
、
自
然
主
義
者
た
ち

の
方

向
性

に
適
応

し
て
し
ま

っ
た

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
で
あ

る
。

リ

ア
リ
ズ

ム

の

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
と
呼
ぶ

こ
と

の
で
き

る

モ
ー
パ

ッ

サ

ン
や
ゾ

ラ
、
ド
ー
デ

の
こ
の

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
は
、

「文
学

」
の

「か

た
ち
」
に
関
わ

る
記
号

(単
純
過
去
、
間
接
話
法
、
リ
ズ

ム

の
あ

る
文

章
)
と
、
や
は
り
リ
ア
リ
ズ
ム

の

「か
た
ち
」
に
関

わ
る
記
号

(巷

で

耳

に
す

る
言
葉
、

ど
ぎ

つ
い
言
葉
、
方
言
な
ど
)
を
使

っ
た
作
品
を
効

率
よ
く
生
産
す
る
。

そ

の
結
果
、

「あ

り
ま
ま

の
世
界
」
に
で
き

る
だ
け
近
づ

い
て
描
写

し
よ
う
と
主
張

し
た

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
が
最
も
作
為

に
満

ち
た

エ
ク
リ

チ

ュ
ー

ル
と
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

失
敗
は
、
お
そ
ら
く
使
わ
れ
た
言
葉

の
水
準
だ
け

で
な
く
、
書
く

以

前

の
基
本
的
な
考
え
方

の
水
準
に
も
あ

っ
た
。
自
然
主
義

の
美
学

で
は

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
は
効
率
よ
く
作
品
を
量
産

し
も
す

る
が
、
現
実
を
慣

習
的

に
扱

い
も
す

る
。

人
が
辱
め
を
受
け

て
い
れ
ば
、
そ
れ
を
描
く
言
葉

は
後
ろ

に
退
き
そ

う
な
も

の
だ
が
、

ま

っ
た
く
そ
う

し
な

か

っ
た
。

こ
れ
は
逆

接
的
だ
。

退
き
も

せ
ず
、
踏

み
込
み
も

し
な

い
中
立
的
な

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
は

も

っ
と
遅
れ

て
現
れ

る
。
リ
ア
リ
ズ

ム

の
か
な

り
後
、
カ

ミ

ュ
の
よ
う

な
作
家

た
ち

に
よ

っ
て
作

り
出
さ

れ
る
。
そ
れ
は
非
難

を
受

け
な

い
よ

う
逃
げ

込
む
こ
と

で
生

ま
れ
た
リ

ア
リ
ズ

ム

の
美
学

の
影
響
を
受
け

て

生
ま
れ
た

の
で
は
な

く
、
エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
の
探
求

の
果
て
に
や

っ
と

た
ど
り
着

い
た
罪
を
犯
さ
な

い

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
だ

っ
た
。

リ
ア
リ
ズ

ム
の

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
は
何

も
し
な

い
中
立
な
ど

で
は
ま

っ
た
く
な

く
、
そ
れ
ど

こ
ろ
か

「事
実
と
見
え
る
も

の
」
を
簡
単

に
作

り
出

せ
る
こ
と
が
見
て
す
ぐ
わ
か
る
記
号

(し
る
し
)
に
満
ち

て
い
る
。

こ
う

し
て
自
然
主
義
者

た
ち

は
堕
落

し
て
ゆ
き
、
現
実

に
存
在
す

る

も

の
と
は
ま

っ
た
く
別

の

「自
然
な

言
葉
」
な

ど
求

め
な

く
な

る
。
か

と

い

っ
て
、
の
ち
に
ク

ノ
ー
が
す
る
よ
う
に

「社
会
に
存
在

す
る
自
然

な
言
語
」
を
見

い
だ
そ
う
と
望

む
わ
け

で
も
な

い
。
自
然
主
義
者

た
ち

は
逆

説
的

だ
が
、
機
械
的

に
で
き
あ
が

る

(反
自
然
的
な
)
芸
術

を
生

み
だ
し
た
。
そ
れ
は
、
文
学

が

(見
る

べ
き
も

の
と
し

て
選
ん
だ
も

の

だ
け
を
)
見
せ

つ
け
る
の
が

ル
ー

ル
と
な

っ
た
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
。

そ
れ
ま

で
例

の
な
か

っ
た
も

の
だ
。

フ

ロ
ベ
ー

ル
の

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
は
人
を
魅
了
す
る
言
葉

を
苦
心

し

磨

き
上
げ

た
も

の
で
あ
る
た
め
、
フ

ロ
ベ
ー

ル
の
作
品
を
読

ん

で
夢
中

に
な

る

こ
と
は
今

で
も
あ
り
う

る
。
た
だ

ひ
と

つ
の
声

が
あ

る

の
で
は

な

く
副
次
的
な
声

に
あ
ふ
れ
た
世
界

と
な

っ
て

い
る
か
ら
だ
。
そ

こ
で

は
記
号

は
表
現
す

る
と

い
う
よ
り
そ
の
よ
う
な

も

の
が
存
在

す
る

こ
と

を
納
得
さ

せ
る
。

一
方
、
リ
ア
リ
ズ
ム

の

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
の
ほ
う
に
は
読

む
者

を
納
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得
さ
せ
る
カ
が
ま

っ
た
く
な

い
。
最
適
な
言
葉

は
た
だ

ひ
と

つ
し
か
な

い
と
考
え

る
二
元
論
者
式

の
思

い
込
み
の
せ
い
で
、
作
家

は
描
写
す

る

こ
と
だ

け
を
強

い
ら
れ
、
生
気

の
な

い
現
実
を
オ
ブ
ジ

ェ
の
よ
う
に

「表

現
」
す

る
。
そ

の
よ
う
な
現
実

に
対

し
て
作
家

は
言
葉
を
使

い
こ
な
す

自
身

の
技

に
よ

っ
て
し
か
力
を
振

る
え
な

い
。

こ
れ
ら

の
文
体
な
き
作
家

た
ち
、
モ
ー
パ

ッ
サ

ン
、
ゾ
ラ
、
ド
ー
デ

と
彼
ら

の
亜
流

は
、
一
つ
の
同
じ

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
を
使

っ
た

の
だ
が
、

そ
れ
は
彼
ら

に
と

っ
て
逃
げ
込
み
先

で
あ

る
と
同
時

に
匠

の
腕
前

の
見

せ
ど

こ
ろ

で
も
あ

っ
た
。
彼
ら

は
そ
れ
を
追

い
求

め
た
と
思

い
込
ん

で

い
る
が
、
完
全
に
受
動
的
な
美
意
識

に
よ

っ
て
い
る
。

文
章

の
推
敲
に

つ
い
て
モ
ー
パ

ッ
サ

ン
が
表
明

し
た

こ
と
と
、
こ
の

「流
派
」
の
純
情
素
朴
な

手
法

は
す

べ
て
よ
く
知

ら
れ
て

い
る
。
そ
れ

を
使
う

こ
と
で
自
然

だ

っ
た
文
が
作

り
物

の
文

に
変

わ

っ
て
し
ま
う
。

そ

し
て
、
そ
れ
は
純
粋

に
文
学

が
目
指

し
た
も

の
、
す
な
わ
ち

こ
こ
で

は
そ

の
仕
事

に
要

し
た
苦
労
が
ど
れ
ほ
ど
だ

っ
た
か
を
示
す
証
拠

に
な

る
。ご

承
知

の
よ
う

に
、
モ
ー
パ

ッ
サ

ン
の
文
体
意
識

に
お

い
て
、
文
章

術

の
関
心

は
言
葉

の
配
列

に
向
け
ら
れ

て
お
り
、
ど
ん
な
言
葉
を
使
う

か
は

「文
学
」

に
含
[ま
れ
な

い
。

う
ま
く
書
く

こ
と
、
以
後

こ
れ
が
文
学
行
為

の
唯

一
の
旗
印

・
モ

ッ

ト
ー
と
な

る
の
だ
が
、
こ
れ
は
、
説
明

に
用

い
る
言
葉

の
位
置
を
思

い

つ
き

の
よ
う
な

も

の
に
よ

っ
て
変
え

る
こ
と

で
あ
り
、

「表
現
力

の
あ

る
L
リ
ズ

ム
が
得
ら
れ

る
と
信

じ

て
、

言
葉

を

「強
調
」
す

る

こ
と

で

し
か
な

い
。

し
か
し
、
表
現
力
と

い
う
よ
う
な
も

の
は
た
だ

の
神
話
だ
。
そ
れ
は

「表

現
力
」
と

い
う
も

の
が
あ

る
と
信

じ
る
約
束
ご
と

に
す
ぎ
な

い
。

こ
の
慣
習
的

な

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
は
、
学

校
教
育

で
行
わ

れ
る
評
価
、

寸
評

が
ず

っ
と
特

に
好

ん
で

い
る
。
そ

の
よ
う
な
評

は
、
作

品
に
要
し

た
苦
労

を
証
拠
に
そ

の
価
値

を
測

る

の
だ
。

と

こ
ろ
で
、
職

人
仕
事

で
精
妙
な
部

品
を
嵌

め
込
む
よ
う

に
、
補

足

的
な
言
葉

の
組

み
合
わ
せ
を
あ
れ

こ
れ
試

し
て
い
る

の
を
見

る
ほ
ど
楽

し

い
も

の
は
な

い
。

モ
ー
パ

ッ
サ

ン
や

ド
ー
デ

の
よ
う
な
作
家

の

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
に
お

い
て
学
校

の
教
師
が
称
賛
す

る
も

の
、
そ
れ
は
、
結
局
内
容

か
ら

切
り

離
さ

れ
た
文
学

の
記
号
だ
。

「文
学
」
と
は
他

の
言

語
使
用
と

は
ま

っ

た
く
関
係

の
な

い
範
疇
だ

と
き

っ
ぱ

り
言

い
、
そ
う
す
る

こ
と

で
物
事

に
は
理
想
的
な

理
解

の
仕
方

が
あ
る
と
信

じ
込
ま
せ
る
。

い
か
な

る
文
化
か
ら
も
排
除
さ

れ

て
い
る
プ

ロ
レ
タ
リ

ア
ー
ト
と
、

「文
学
」
そ

の
も

の
を
す

で
に
問
題

に
し
は
じ
め
た
知
識
階
級

と

の
あ

い
だ

に
は
小
中
学
校
水
準

の
普
通

の
顧
客
読
者
が

い
る
。
つ
ま
り
大

雑

把

に
言
え
ば

、
プ
チ

・ブ

ル
ジ

ョ
ア
階

級
だ
。

彼
ら

は

「文
学
」

と
は

何

で
あ

る
か
を
は

つ
き
り
分

か
り
や
す
く
見
せ
て
く
れ
る
記
号
を
す

べ

て
持

っ
た

「文
学
」

の
特
権
的
な

イ
メ
ー
ジ

を
、
芸
術
的

リ
ア
リ
ズ

ム

の

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
に
見

い
出
す

こ
と
に
な

る
。
多

く

の
大
衆
的

小
説
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は
そ
ん
な

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
に
よ

っ
て
作
ら
れ

て
い
く
。

そ

こ
で
は
、
斬
新
な
作
品
を
創
造
す

る
よ
り
も
、
距
離
を
置

い
て
大

雑
把

に
見

る

「文
学
」
を
供
給
す

る
こ
と
が
作
家

の
役
割
と
な
る
。

こ
の
プ
チ

・
ブ

ル
ジ

ョ
ア

の

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
は
、

コ
ミ

ュ
ニ
ス
ト

作
家

に
よ

つ
て
も
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
現
在

の
と

こ
ろ
、
プ

ロ
レ
タ
リ

ア
ー
ト

の
芸
術

の
規
範

は
プ
チ

・
ブ

ル
ジ

ョ
ア
と
違
う
も

の
に
は
な
れ

な

い
か
ら
だ

(も

っ
と
も

コ
ミ

ュ
ニ
ズ

ム
に
は
そ

の
よ
う
な
あ
り
方
が

適

っ
て

い
る
)
。

ま
た
、
社
会
主
義
リ

ア
リ
ズ

ム

の
ド
グ

マ
自
体

は
ど
う

し
て
も
慣
習

的
な

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
に
向
か
わ
ざ

る
を
え
な

い
か
ら
だ
。
こ
の

エ
ク

リ
チ

ュ
ー

ル
は
、
そ
れ
が
ど
ん
な
も

の
で
あ

る
か
を
示
す

「か
た
ち
」

が
な
け
れ
ば
通
用

し
な

い
内
容
を
、
は

っ
き

り
と
見

て
分

か
る
よ
う

に

示
す
た
め

に
使
わ
れ

る
。

し
た
が

っ
て
、
す

く
な

く
と
も
こ
れ
ま
で
、

コ
ミ

ュ
ニ
ス
ト

の

エ
ク

リ
チ

ュ
ー

ル
は
、
結

局
は
典
型
的
な
ブ

ル
ジ

ョ
ア

の
も

の
で
あ

る

「
か

た
ち
」
と
関
係
を
絶

つ
ど

こ
ろ
か
、

「文
学

」
の
存
在

を
示
す
も

つ
と

も
大
き
な
記
号
を
増
殖
さ

せ
、
小
市

民
的
な
文
章
術

に
あ

る

「か
た
ち
」

へ
の
配
慮

を
抑
制
す

る
こ
と
な
く
受
け
入
れ
続
け

て
い
る
と

い
う
逆
説

が

理
解

で
き
る
。

(ま
た
、

こ
の
文
章
術

は
小
学
校

の
作

文
教
育

の
お

か
げ

で

コ
ミ

ュ
ニ
ス
ト

の
読
者

か
ら
信

頼
を
得

て
い
た
)

つ
ま
り
、

フ
ラ

ン
ス
の
社
会

主
義
リ

ア
リ
ズ

ム
は
ブ

ル
ジ

ョ
ア
・リ

ア
リ
ズ

ム
の

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
を
同
じ
よ
う
に
使

い
、
芸
術

に
す
る
た

め
に
使
え

る
記
号
す

べ
て
を
全

面
的

に
自
動

化
し
た
。
た
と
え
ば
、
ガ

ロ
デ

イ
の
小
説

の
あ
る
箇

所
で
は

こ
う
な

っ
て

い
る
。

「
・
:
前

か
が

み
で
、

一
心

不
乱
に
ラ
イ

ノ
タ
イ
プ
植
字
機

の
キ
ー

ボ

ー
ド
に
向
か

い
:
・、
筋
肉

の
う

ち

で
は
歓

喜
が
歌

い
、
指

は
軽

や

か
に
、

し
か
し
力
強

く
踊

っ
て

い
た

・
:
、

有
毒
な

ア
ン
チ

モ

ン
を
含

ん
だ
蒸
気

は

・
:
、

こ
め

か
み
を
脈
打

た

せ
、
動
脈
を
打
ち
振
る
わ
せ
、
彼

の
カ

と
怒

り
と
興
奮

を
さ
ら

に
燃
え

上
が

ら
せ

て
い
た
」
。

ご
覧

の
通
り
、

こ
こ
で
は
隠
喩

を
使

わ
ず

語
ら
れ

る
も

の
は
な

い
。

「巧
み
に
書

か
れ
て

い
る
」

こ
と
、

つ
ま

り
、
自
分
が
消
費

し
て

い
る

の
は

「文
学

」
で
あ

る
こ
と
を
読
者

に
重

々
し
く
示
さ
ね
ば
な
ら
な

い

か
ら
だ
。

も

っ
と
も

つ
ま
ら
な

い
動
詞

に
さ
え
使

わ
れ
る

こ
れ
ら

の
隠
喩

は
、

特
異
な
感
覚
を
伝
え
よ
う
と
す

る
気
持
ち
か
ら
出
た
わ
け

で
は
ま

っ
た

く
な

く
、
ラ
ベ

ル
が

そ

の
商
品

の
値
段

を
示
す

の
と
ま

っ
た
く

同
じ
よ

う

に
、
言
葉
が

ど

の
水
準

に
あ

る
か
を

示
す

た
め
に
文
学

で
使

わ
れ
る

し
る
し
な

の
だ
。

「タ
イ
プ

を
た
た
く
」
と

か
、

「ド
キ
ド
キ
す
る
」

(血
流

に

つ
い

て
)
、

「は
じ
め

て
幸

せ
を
感

じ
る
」

と

い
う
表
現

は
現
実

の
生

活

で

使
わ

れ
て

い
る
言
葉

で
あ

り
、
リ
ア
リ
ズ

ム

の
小
説
家

が
使
う

言
葉

で

は
な

い
。

「文
学
」
が
存
在
す

る
た
め
に
は
、
ラ
イ

ノ
タ
イ
プ
機
を

「ピ
ア

ノ
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の
よ
う
に
弾
く
」
と

か
、

「動
脈
が
ド
ク

ン
ド
ク

ン
打
ち
震

え
る
」
と

か
、

「彼

は
人
生

で
は
じ
め

て
の
幸
福
な

一
時
を
抱
き

し
め
た
」
の
よ

う

に
書
か
ね
ば
な
ら
な

い
。

つ
ま
り
、
リ
ア
リ
ズ

ム

の

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
は
ど
う

し
て
も

「も

つ

た

い
ぶ

っ
た

ス
タ
イ

ル
」
に
行

き
着

い
て
し
ま
う

の
だ
。
ガ

ロ
デ

イ
は

こ
の
よ
う

に
書
く
。

「
一
行
を
終
え

る
ご

と

に
、
ラ
イ

ノ
タ
イ
プ
機

の
細
長

い
腕
が
踊

る

活
字

母
型
を

ひ
と
ま
と
ま
り
分
さ
ら

っ
て
い

っ
た
」
。

あ

る
い
は
ま
た

「彼

の
指
が
撫

で
る
た
び
に
、
銅

の
文
字
母
型

の
陽
気
な
鐘
を

目
覚

め
さ

せ
、
震
え

る
よ
う
な
音

を
立

て
る
。
活
字

母

は
鋭

い
音

の
雨
と
な

っ
て
レ
ー

ル
の
な

か
に
落
ち

て
ゆ
く
」
と
。

こ
の
未
熟

で
奇
妙
な
言
葉
づ
か

い
、
こ
れ

は
カ
ト

ス
と

マ
ド

ロ
ン
の

も

の
だ
。
当
然

凡
庸
さ

を
考
慮

に
入
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
ガ

ロ

デ

ィ
の
場
合

は
そ
れ
が

ひ
ど

い
。

ア
ン
ド

レ
・
ス
チ
ー

ル
に
お

い
て
は
言
葉

の
使

い
方

は
は
る
か

に
控

え
め
な

の
だ
が
、
そ
れ

で
も
芸
術

的
リ

ア
リ
ズ

ム
の

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル

の
ル
ー

ル
に
従

っ
て
い
る
。

そ

こ
で
は
隠
喩

は
、
現
実

の
生
活

で
使
わ
れ
る
言
葉
に

ほ
ぼ

完
全

に

溶
け

込
ん
で
お
り
、

た

い
し
た
苦
労
も

せ
ず

に

「文
学

」
を
示
せ

る
、

そ
ん
な
紋

切
り
型

以
上

の
も

の
に
な

ろ
う
と
は
し
な

い
。
た
と
え
ば

「岩

清
水

の
よ
う

に
澄
ん

で
い
る
」
と
か

「寒
さ

で
羊
皮
紙

の
よ
う
に
搬
だ

ら

け
な

っ
た
手
」
な

ど

の
よ
う

に
。

「も

っ
た

い
ぶ

っ
た

ス
タ
イ

ル
」
は
語
彙

か
ら
言
葉

の
並

べ
方

へ
と

押

し
や

ら
れ
、
モ
ー
パ

ッ
サ

ン
に
見
る
よ
う
に
、
補

足
的
な
言
葉

を
わ

ざ

と
ら
し
く
切
り
離

す

こ
と
で

「文
学
」
で
あ

る

こ
と
を
見
せ

つ
け
る

(
「彼
女

は
両

ひ
ざ
を
持
ち
あ
げ
、
片
手

で
、
か
ら
だ
を

二

つ
に
折
り
」

の
よ
う
に
)
。

慣
習

に
み
ち

た

こ
の
言
語
は
、
現
実

の
世
界

が
ど
ん
な

も

の
か
見
せ

て
は

い
る

の
だ

が
、

そ
れ
は
引
用
者

の
影
付

き
で
し
か
な

い
。

き
わ
め
て
文
学
的
な
言
葉

の
連

な
り

の
真

ん
中

に
民
衆

の
生

の
言
葉

や
端

折

っ
た
表
現
が
用

い
ら

れ
も
す
る
。

た
と
え
ば

「ま

っ
た
く
だ

、

変

に
騒

い
で

い
る
な
。
風
が
」
。
さ
ら

に
は

「吹

き

っ
さ
ら

し
で
、
目

深
に
か
ぶ

っ
た
ベ

レ
ー
帽

と
鳥
打
ち
帽

を
揺

ら
し
な

が
ら
、
彼

ら
は
お

互

い
を
ジ

ロ
ジ

ロ
見
合
う
」

(よ
く
使
わ
れ

る

「た

っ
ぷ

り
」
と

い
う

口
語
表
現
が
、
話

し
言
葉

で
は
け

っ
し

て
使
わ
れ
な

い
非
標
準
的

語
法

で
あ
る
絶

対
分
詞
節

に
続

い
て
い
る
)
。

も
ち
ろ
ん
、
ア
ラ
ゴ

ン
に

つ
い
て
は
別
に
扱

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

彼

の
文
学

の
継

承

の
仕
方

は
ま

っ
た
く
違
う
。
ア
ラ
ゴ

ン
は
ラ
ク

ロ
と

ゾ

ラ
を
す

こ
し
混
ぜ

あ
わ
せ
、
リ

ア
リ
ズ

ム
の

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
を
十

八
世
紀

の
色

調

で
か
る
く
色

づ
け
る

の
を
好
ん
だ
。

革
新
的
な
作
家

・
詩

人
た
ち

の
こ

の
節
度
あ

る

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
に

は
、
お
そ
ら

く
今
す

ぐ
新

し

い

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
を
創
造
す

る

こ
と
な

ど

で
き
な

い
と

い
う
感
覚
が

あ
る

の
だ
ろ
う
。
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ま
た
、
ブ

ル
ジ

ョ
ア
作
家
だ
け
が
ブ

ル
ジ

ョ
ア
の
旧
い

エ
ク
リ
チ

ュ

ー

ル
で
妥
協

し
て
い
る
と
感

じ
ら
れ
る
こ
と
も
そ
の
理
由

と
し
て
あ
る
。

文
学
言
語

の
誕
生

は
人
間

の
意
識
に
起

こ
る

こ
と

で
あ
り
、
現
実
世

界

の
革
命

に
よ

っ
て
起

こ
る
こ
と

で
は
な

か

っ
た
。
ス
タ
ー
リ

ン
の
イ

デ
オ

ロ
ギ
ー

は
、
革
命
的
な

こ
と
で
あ

っ
て
も
、
い
や
革
命
的
な

こ
と

に
関

し
て
は
こ
と
さ
ら
、
ど

ん
な
問
題
提
起
も

し
て
は
危
険
だ
と

い
う

恐
怖
を
間
違

い
な
く
呼
び
起

こ
し
て
い
る
。

要
す
る

に
、
ブ

ル
ジ

ョ
ア

・
エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
を
使
う

こ
と
は
、
ス

タ
ー
リ

ン
の
イ
デ
オ

ロ
ギ

ー
自
体

を
告
発
す

る
こ
と
ほ
ど
危
険

で
は
な

い
と
判
断
さ
れ

る
の
だ
。

か
く

し
て
、

コ
ミ

ュ
ニ
ス
ト
作
家

た
ち
だ

け
が
ブ

ル
ジ

ョ
ア

・
エ
ク

リ
チ

ュ
ー

ル
を
泰
然

と
支

え

て
い
る
。
ブ

ル
ジ

ョ
ア
作
家

の
ほ
う

は
、

ず

っ
と
以
前
か
ら
、
自
分
た
ち

の
考
え
方
に
あ

る
欺
隔

に
荷
担

し
て
い

る
と
感
じ
た
時
か
ら
、
つ
ま

り

マ
ル
ク

ス
主
義
が

正
当
だ
と
思
え
た
時

か
ら
、
ブ

ル
ジ

ョ
ア

・
エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
を
糾
弾

し
て
き
た
。
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エ
ク

リ

チ

ュ
ー

ル
と

沈

黙

工
芸
的

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
は
ブ

ル
ジ

ョ
ア
ジ
ー

の
遺
産

の

一
角
を
占

め

る
が
、
秩
序
を

乱
す

こ
と
も
ま

っ
た
く
な

い
。
ほ
か
に
闘

い
よ
う
が

な

い
た
め
、
あ

る

い
は
ほ
か
に
戦

い
よ
う
が
な

い
か
ら

こ
そ
、
作
家

・

詩
人
は
、
情
熱
を

も

っ
て
闘

い
、
そ
れ

で
自

己
の
存
在

を
じ

ゅ
う
ぶ
ん

正
当
化

で
き
る
。
「か
た
ち
」
を
生

み
出
す
た
め

の
闘

い
に
よ

っ
て
だ
。

作
家

・
詩

人
は
新

し

い
文
学

言
語

の
解
放
を
あ

き
ら
め
は
す
る
が
、

す
く
な
く
と
も
古

い
文
学
言
語

以
上

の
こ
と
を
や

っ
て
の
け
る
可
能
性

は
あ
る
。
そ
れ
に
新

し

い
内
容
、
表
現

ス
タ
イ

ル
の
洗
練
、
壮
麗
な
輝

き
、
ア
ル
カ
イ

ス
ム
を
加
え
、
永
遠

で
は
な
く
と
も
豊
饒
な
言
語
を
生

み
出
す

の
だ
。

ジ

ツ
ド
、
ヴ

ア
レ
リ
ー
、
モ
ン
テ
ル
ラ

ン
、
そ

し
て
ブ

ル
ト

ン
さ
え

含
む

の
だ
が
、
彼

ら

の

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
、
あ

の
偉
大
と
見
え
た

エ
ク

リ
チ

ュ
ー

ル
を
生

み
出
す
伝
統

は
、

「か
た
ち

」
が
そ

の
重

々
し
さ
、

他

で
は
見
ら
れ
な

い

「装
飾

の
ひ
だ
」
に
よ

っ
て
歴
史
を
超
越
す

る
価

値
が
あ

る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
儀
式

で
使
わ
れ

る
司
祭

の
言
葉
が
そ

う
な

る
よ
う

に
。

他

の
作
家

た
ち
は
こ
の
讃
え
ら
れ
る

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
を
解
体

し
な

け
れ
ば
源
き
も

の
は
祓
え
な

い
と
考

え
た
。
そ
こ
で
彼
ら

は
文
学
言
語

を
吹
き
飛
ば

し
た
。

つ
ま
り
紋
切
り
型
、
慣
用
、
作
家
が
過
去

に
使

っ

た

「か
た
ち
」
が
よ

み
が
え

り
そ
う
な
卵
を
見

つ
け

て
は

つ
ぎ

つ
ぎ
と

砕

い
て
回

っ
た

の
だ
。

「か
た
ち
」
を
混
沌
と
さ

せ
、
言
葉
を
空
虚

の
中

に
置
け
ば
、
歴
史

か
ら
完
全

に
断
ち

切
ら
れ
た
も

の
に
達
す

る
、
生

ま
れ
た
て

の
み
ず

み

ず

し

い
言
語
を
見
出
せ
る
と
考
え

た

の
だ
。

だ

が
、
こ
の
よ
う

に
擬

乱
し

て
い
て
も
、

つ
い
に
は
そ

の
手

つ
き
自

体

が
轍

を
う

が

っ
て
様
式

化
し
、
自
分
だ

け

の
決

ま
り
を
生

む

こ
と
に

な

っ
て
し
ま
う
。

「文
芸
」
は
、
社
会

で
実
際

に
話
さ

れ
て

い
る
言
葉

に
し

っ
か
り
と

基
礎

を
置

い
て

い
な

い
言
語
は
ど
ん
な

も

の
も

つ
ぶ

そ
う

と
す

る
。
無

秩
序

に
陥
ら
な

い
よ
う
に
書
き
な
が
ら

つ
ね
に
前

へ
と
進
ん

で
ゆ
く
と
、

言
語

の
解
体

・崩
壊

は

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
の
沈

黙

に
行
き
着

く
し
か
な

い

。ラ

ン
ボ
ー
や

シ

ュ
ー

ル
レ
ア
リ

ス
ト

の
あ

る
者
た
ち
は

つ
い
に
は
書

け
な

く
な

り
、
そ
れ
ゆ
え
忘

れ
去
ら
れ
た

の
だ
が
、

「文
学
」

の
こ
の

困
惑

さ
せ

る
活
動
停
止

は
、

あ
る
作
家

・詩
人
た
ち

に
と

っ
て
、

言
語

と
は
文
学

の
神
話

か
ら

の
最
初

で
最
後

の
逃
げ
道

で
あ
る
た
め
、
彼
ら

が
逃
れ
よ
う
と
し
た
も

の
を
最
終
的

に
は
再
構
成

し
て
し
ま
う
こ
と
を
、

ま
た
、
革
命

的

で
あ
り
続
け

る

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
な
ど
な

い
こ
と
を
、

ま
た
、

「か
た
ち
」
に

つ
い
て
何
も
語
ら
な
け
れ
ば
、
完
全

に
無
言
と

な

る

こ
と
で
し
か
欺
隔

を
逃

れ
ら

れ
な

い
こ
と
を
教
え

て
く
れ
る
。

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
の

ハ
ム

レ

ッ
ト
と
も
言
う

べ
き

マ
ラ

ル
メ
は
、
文

学

の
歴
史
が
崩
壊

し
か
け
る
と
ど
う
な
る

の
か
を
的
確
に
表
現
し
て

い
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る
。
そ

の
時
、
文
学
言
語
が
姿
勢
を
保

っ
て
い
る

の
は
、
滅
び
ね
ば
な

ら
な

い
こ
と
を
よ
り
う
ま
く
歌

い
上
げ

る
た
め

で
し
か
な

い
。

マ
ラ

ル
メ
は
活
字

を
使
う
も

の
が
書
け
な
く
な
り
、
ま
ば
ら
に
置

い

た
言
葉

の
周
囲
に
空
虚

な
ゾ
ー

ン
を
作
ろ
う
と
す

る
。
そ

の
中

で
社
会

的

で
は
あ

る
が
罪

の
あ

る
調
和

(文
法
、
統
辞
法
)
か
ら
解
放
さ
れ
た
言

葉

は
も
う
幸
せ
な
響
き
を
奏

で
な

い
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

声

で
で
き
た
言
葉

は
、
詩
人

の
使

い
慣
れ
た
紋
切
型
や
離
れ
た
単
語

間

で
照
応
す

る
組

み
方
と

い
う
余
計
な
付
着
物
を
削
り
取
ら
れ
、
考
え

う

る
ど
ん
な
文
脈

に
も
ま

っ
た
く
関
わ
り
を
持
た
な

い
。
そ
ん
な
言
葉

は

一
語
分

の
短

い
時
間

の
、
外
と

は
断
絶

し
た
内
的
な
意
味

の
轟
き

に

近
づ
き
、
そ

の
光
沢

の
な

さ
は
孤
立
を
、

つ
ま

り
罪
を
犯

し
て
い
な

い

こ
と
を

は

っ
き

り
と
示
す
。

こ
の
よ
う
な
芸
術

は
、
ま
さ
に
自
分

で
自
分
を
殺
す
構
造
を

し
て
い

る
。
そ

こ
で
は
静
寂
が
均
質
な
詩

の
時
間
と
な

っ
て
い
る
。
そ
れ

は
言

葉
を
ふ
た

つ
の
虚
ろ
な
白

い
層

の
間

で
身
動
き

で
き
な
く

し
、
暗
号

の

断
片
と

し
て
で
は
な
く
、
光
、
空
虚
、
処
刑
、
自
由
と

し
て
爆
発
さ

せ

る

(ご

承
知

の
よ
う
に
、

マ
ラ
ル
メ
は
言
語
を
殺
そ
う
と

し
て
い
る
と

い
う

こ

の
解
釈

は

モ
ー
リ

ス

・
ブ

ラ
ン
シ

ョ
の
も

の
だ
)
。

こ
の

マ
ラ
ル
メ
の
言
語

は
、
心
配

で
も
振
り
返
ら
な

い
よ
う
に

し
な

け
れ
ば
愛
す

る
妻

を
連

れ
帰
る

こ
と
が

で
き
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ど
う
し
て
も

つ
い
振
り
返

っ
て
し
ま
う
オ

ル
フ

ェ
ウ

ス
だ
。
そ
れ
は

「約

束

の
地
」

の
入

口
、
す
な

わ
ち

「文
学

」
な
き
世
界

の
入

口
に
連

れ

て

こ
ら

れ
た

「文
学
」

で
あ

る
。

し
か
し
、

そ
れ

に

つ
い
て
は
詩

人

・作

家
が

証
言
せ
ね
ば
な

ら
な

い
。

こ
の
よ
う

に
過
去

の
文
学

言
語
か
ら
逃

れ
よ
う

と
す

る
場
合
、
も
う

ひ
と

つ
解
決
法

が
あ

る
。
言
語

の
定
め
ら
れ
た
秩
序

へ
の
服
従
か
ら
完

全

に
解
放
さ

れ
た
白

い

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
を
新

た
に
創

り
出

せ
ば

い
い

の
だ
。

言

語
学

か
ら

比
喩

を
借

り
る
と
、
こ
の
新

し

い
や

り
方

が
う
ま
く
説

明

で
き
る
。

ご
承
知

の
よ
う

に
、

あ
る
言
語
学
者
た
ち

は
、

「単
数
-

複
数

」

「過
去
-
現
在
」

の
よ
う
な
極

性
対
立
を
な
す

二

つ
の
項

の
間

に
中
立
項
、
あ

る
い
は
ゼ

ロ
項
と
呼

べ
る
第
三

の
項
を
見

て
い
る
。
た

と
え
ば
直

説
法

は
接

続
法

と
命

令
法

の
間

に
置
く

と
、

法

(
モ
ー

ド
)

の
な

い
か
た
ち

と
彼

ら
に
は
見
え

る

の
だ
。

違
う

と

こ
ろ
は

い
ろ

い
ろ
あ
る
が
、
構
図

は
ま

っ
た
く
相
似

で
、
零

度

の

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
と
は
結

局

の
と

こ
ろ
、
直
説
法

の

エ
ク
リ
チ

ュ

ー

ル
、
あ
る

い
は
法

(
モ
ー
ド
)
の
な

い

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
と
言

っ
て

い

い
。ジ

ャ
ー
ナ
リ

ス
ト

の

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
と
言

っ
て
も
正
し

い
。
正
確

に
は
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
が
何

か
を
願

い
望

む
よ
う
な
、
あ
る

い
は
強
制

す

る
よ
う
な

(
つ
ま

り
感
情

に
訴
え
る
)
言
葉

を
労
さ
な

い
の
を
普
通
と

し
て

い
れ
ば
だ

が
。

新

し

い
中
立
的

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
は
そ

の
よ
う
な
訴
え
や
判

断

の
ま

ん
中

に
位
置

し
、
そ

の
ど
れ
に
も
荷
担

し
て
い
な

い
。
ま
さ

に
そ
う

い
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っ
た
訴
え
や
判
断
が
な

い
こ
と

で
成
立
す

る
。

だ
が
、

そ

の
よ
う
な

も

の
は
ま

っ
た
く
な

い
、
だ

か
ら
と

い

っ
て
、

問
題
を
避
け

て
逃
げ

て
い
る
わ
け

で
も
、
何
か
を
隠
そ
う
と

し
て
い
る

わ
け
で
も
な

い
。
だ
か
ら
冷
静
な

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
だ
と
は
言
え
な

い
。

罪
を
犯
さ
な

い

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
と
言
う

の
が
ふ
さ
わ
し

い
。

こ
こ
で
は
、
生
活

の
中

で
用

い
ら
れ

て
い
る
言
語

か
ら
も
厳
密
な
意

味

で
の
文
学
言
語

か
ら
も
同
様
に
距
離
を
置

い
た
、
基
礎
言
語

の
よ
う

な
も

の
を
頼
り

に

「文
学
」
を
乗
り

こ
え

る
こ
と
が
肝
要
な

の
だ
。

カ

ミ

ュ
の

『
異
邦
人
』
に
始
ま

る
こ
の
透

明
な
言
葉
は
、
文
体

が

ほ

ぼ
理
想
的

に
消
さ
れ

て
お
り
、
余
計
な
も

の
が
な

い
文
体
と
な
り
え

て

い
る
。
そ

の
時
、

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
は
他

の
も

の
を
ポ
ジ
と

し
て
浮
き

上
が
ら

せ
る
ネ
ガ

・
モ
ー
ド

の
よ
う

に
な

っ
て

い
る
。

そ
う
な
る
と
、

言
語

の
社
会
的
、
神
話
的
な
性
格

は
消
え
、
こ
と
ば

は
中
立
的

で
不
活

性
な
状
態
と
な
る
。

こ
う
な

る
こ
と

で
、
内
容
と
な

る
考
え

は
そ

の
責
任
を
す

べ
て
自
分

で
負
う

こ
と

に
な

る
。
そ
れ
が
属
さ
な

い
過
去

の
時
代

の
こ
と
ば

に
付

着

し
て
い
た
社
会

へ
の
関
わ
り
方

で
色
づ
け
さ
れ

る
こ
と

は
な

い
。

フ

ロ
ベ
ー

ル
の

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
が

「法
」
を
持

っ
て
い
る
と
す
れ

ば
、
そ

し
て

マ
ラ
ル
メ
の

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
が
沈
黙
間
際
を
前
提
と

し

て
い
る
と
す
れ
ば
、
ま
た

ほ
か

の
作
家
た
ち
、
.フ
ル
ー

ス
ト
や

セ
リ
ー

ヌ
、
ク

ノ
ー
、
プ

レ
ヴ

ェ
ー

ル
た
ち

の

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
が

そ
れ
ぞ
れ

の
流
儀

で
社
会

性
を
持

つ
人
間

の
あ

り
方

(人
間

と

い
う
存
在

の
社
会

性
)
に
依

拠
し

て
い
る
と
す

れ
ば
、

ま
た

こ
れ
ら

の

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル

す

べ
て
が
言

語
と
社
会

の
問

題
を
ま
ず
考
え
、
言
葉

は
知
識

人
で
は
な

く
匠
、
魔
術

師
、
作
家

・詩

人

の
よ
う
な
人
間
が
扱
う

べ
き
、

と
社
会

に
信

じ
さ

せ
て
、
言
葉

を
内
容

が
そ

の
ま
ま
は
見
え
な

い
不
透

明
な

も

の
に
し
て

い
る
と
す

れ
ば
、
中
立
的

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
は
実

は
、
古
典

芸
術

の
第

一
の
条
件

で
あ

っ
た
道
具
と

し
て
の
使

わ
れ
方

に
ま
た
な

っ

て
し
ま

っ
て
い
る
と

い
う

こ
と
だ
。

だ

が
、
今

回
そ

の
道
具

の
よ
う
な
言
葉

は
も
は
や
君
臨

し
て
き
た
イ

デ

オ

ロ
ギ
ー

の
た
め

に
使
わ

れ
る

の
で
は
な

い
。
そ

れ
は
詩

人

・作
家

の
置

か
れ
た
新

た
な
状
況

の
様
態

で
あ
り
、
沈
黙

・静
寂

の
存
在

す
る

様
態

と
な

っ
て

い
る
。
そ
れ

は
優

美
さ
、
あ

る

い
は
装
飾
性

と
言
え

る

も

の
に
訴
え

る
可
能
性

を
自

ら
捨

て
る
。

こ
れ
ら
二

つ
の
側

面
が
あ

れ
ば
、

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
に

「流
行
や
変

化
を
生

む
時

間
」

を
、
す
な

わ
ち

「歴
史
」

か
ら
生

ま
れ
、

「歴
史
」

を
支

え
て

い
る
力
を
再
び
導

き
入
れ
て
し
ま
う
か
ら
だ
。

も
し

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
が

ほ
ん
と
う

に
中
立
的

で
あ
れ
ば
、
も
し
言

葉

を
使
う

こ
と
が
や

っ
か

い
で
手
に
負

え
な

い
行
為

で
は
な

く
な

り
、

人
間

の
陰
影
や
深
み
に
向
き
合

っ
て
も
そ
れ
を
描

こ
う
な
ど
と
考

え
ず
、

代
数

以
上

の
厚
み
も
な

い
、
純
粋
な
等
式

の
状
態

に
達
す
れ
ば
、
そ

の

時

「文
学
」
は
克
服
さ
れ
た

こ
と

に
な

る
。
人
間

の
抱
え
る
問
題
が
暴

か
れ
る

の
だ

が
、
そ
れ
は
色
を
付

け
ず

に
手
渡
さ

れ
る
。
そ

し
て
、
書

く
者

は
善
意

の
第

三
者

と
な
り
、
も
う
元
に
は
戻
れ
な

い
。
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だ
が
不
幸
な

こ
と
に
、
白

い

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
ほ
ど
不
実
な
も

の
は

な

い
。
ま
ず
自
由
が
見
出
さ
れ
た
だ
け

の
と

こ
ろ

で
、
自
動
的

に
増
殖

す

る
仕
組

み
が
作
り
上
げ
ら
れ

て
い
く
。
す

る
と
、
言
葉
が

は
じ
め
持

っ
て
い
た
新
鮮
さ
を
、
硬
直

し
た

「か
た
ち
」
の
網
が
徐

々
に
締
め

つ

け

て
い
く
。
そ

し
て
、
言
語
が
不
確

か
に
な

る
と
、
そ
れ

に
か
わ
り
ま

た
新

し
く

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
が
生
ま

れ
る
。

作
家

・詩

人
は
権
威

あ
る
存
在

と
な

る
と
、
自
身

の
初

期
作
品

の
亜

流
と
な

っ
て
し
ま

い
、
社

会

の
ほ
う

は
彼

の

エ
ク
リ
チ

ュ
ー

ル
を

ひ
と

つ
の
作
風
と
考
え

る
。

そ
し

て
、
彼
を
神
話
と
な

っ
た
彼

の

「
(言
葉

の
)
か
た
ち
」

の
囚
人
と

し
て
し
ま
う

の
だ
。
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